
令和８年山形県教育委員会９月定例会 

 

令和８年９月10日  

県庁舎教育委員室  

 

１ 開   会    午後２時 

 

２ 会議録署名委員の指名 

 

３ 会期の決定 

 

４ 議   題 

議第１号 令和９年度山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等

部の入学者募集について            （高校教育課） 

議第２号 令和10年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針の決定につい

て                      （高校教育課） 

議第３号 山形県朝日少年自然の家に係る指定管理者の募集について 

（生涯教育・学習振興課） 

議第４号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価について                 （教育政策課） 

議第５号 令和８年度山形県教育功労者表彰被表彰者の決定について 

（教育政策課） 

議第６号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定に基づ

く意見について     （教育政策課、生涯教育・学習振興課）                

 

５ 閉   会 



議第 １ 号 

 

   令和９年度山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等部の 

入学者募集について 

 

令和９年度山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等部の入学者を別紙

のとおり募集する。 

 

   提 案 理 由 

令和９年度における山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等部の入学

者の募集を行う必要があるため提案するものである。 

 

令和８年９月 10 日提出 

 

山形県教育委員会 

教育長 須 貝 英 彦 
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１　山形県立高等学校全日制の課程及び定時制の課程

入学定員

山形県立 普通 160

探究 理数探究、国際探究 80

同 普通 200

理数 40

同 普通 200

同 普通 160

音楽 40

同 工業 機 械 技 術 40

電 気 電 子 40

情 報 技 術 40

建 築 40

土 木 ・ 化 学 40

同 普通 160

体育 ス ポ ー ツ 80

同 普 通 午前 40

午後 40

夜 40

同 普通 160

農業 園 芸 食 品 40

商業 情 報 経 営 40

同 総合 120

同 家庭 食 物 40

福 祉 40

看護 看 護 40

同 普通 200
　普通科一般コース160名、普通
科探究コース40名をそれぞれ募
集する。

同 工業 メカニカルエンジニア 40

ロボットエンジニア 40

Ｉ Ｔ エ ン ジ ニ ア 40

同 普通 80

同 総合 40

同 農業 農 業 経 営 40

み ど り 活 用 40

工業 機 械 40

電 子 情 報 40

商業 流 通 ビ ジ ネ ス 40

同 普通 200
　入学定員に併設型中学校から
の入学者数も含む。

同 総合 120

同 普通 120 普 通 午前 40

探究 理数探究、国際探究 80

最 上 校 普通 40

同 農業 食 料 生 産 40

農 産 活 用 40

工業 機 械 電 気 40

環 境 デ ザ イ ン 40

商業 ビ ジ ネ ス 創 造 40

金 山 校 普通 40

真 室 川 校 普通 40

　理数探究科と国際探究科をあ
わせて、探究科として募集す
る。

別　紙

学　校　名
全 日 制 の 課 程 定 時 制 の 課 程

新庄神室産業高等学校

谷 地 高 等 学 校

左 沢 高 等 学 校

新庄志誠館高等学校

村山産業高等学校

設 置 学 科 入学定員
特　　　記

設 置 学 科

山形中央高等学校

寒 河 江 高 等 学 校

上山明新館高等学校

霞城学園高等学校

寒河江工業高等学校

山 形 西 高 等 学 校

山 形 北 高 等 学 校

山 形 東 高 等 学 校 　理数探究科と国際探究科をあ
わせて、探究科として募集す
る。

山 形 南 高 等 学 校

山 辺 高 等 学 校

天 童 高 等 学 校

北 村 山 高 等 学 校

東桜学館高等学校

山形工業高等学校
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入学定員

同 普通 120

探究 理数探究、国際探究 80

同 普通 160

同 工業 機 械 加 工 40 総 合 午前 40

機 械 制 御 40

電 気 情 報 40

建 築 40

環 境 工 学 40

商業 総 合 ビ ジ ネ ス 40

会 計 情 報 40

同 農業 食 料 生 産 経 営 40

農 業 資 源 活 用 40

同 普通 160

同 総合 80

同 普通 200
　普通科一般コース160名、普通
科探究コース40名をそれぞれ募
集する。

同 工業 機 械 40

電 子 40

福 祉 環 境 40

同 総合 40

同 普通 40

同 普通 200

理数 80

同 工業 機 械 40

電 気 電 子 40

情 報 通 信 40

建 築 40

環 境 化 学 40

同 普通 120

総合 120

同 水産 水 産 40

同 農業 食 料 生 産 40

食 品 科 学 40

同 総合 80 総 合 昼 40

同 普通 120

探究 理数探究、国際探究 80

同 普通 120 普 通 午前 40

同 普通 80

工業 機 械 制 御 40

電 気 電 子 40

環 境 技 術 40

商業 ビ ジ ネ ス 流 通 40

ビ ジ ネ ス 会 計 40

情報 40

同 総合 40

合 計 6240

庄内総合高等学校

加茂水産高等学校

致 道 館 高 等 学 校

高 畠 高 等 学 校

   ※山形東高等学校、新庄志誠館高等学校、米沢興譲館高等学校、酒田東高等学校の「探究科」は、理数に関する
     学科である理数探究科と国際関係に関する学科である国際探究科を合わせて募集する場合の総称として記載し
　　 ています。

遊 佐 高 等 学 校

鶴岡中央高等学校

鶴岡工業高等学校

荒 砥 高 等 学 校

酒 田 東 高 等 学 校

酒田光陵高等学校

酒 田 西 高 等 学 校

設 置 学 科 設 置 学 科

長 井 高 等 学 校

南 陽 高 等 学 校

長井工業高等学校

小 国 高 等 学 校

入学定員

米 沢 東 高 等 学 校

学　校　名

米沢興譲館高等学校 　理数探究科と国際探究科をあ
わせて、探究科として募集す
る。

全 日 制 の 課 程 定 時 制 の 課 程
特　　　記

庄内農業高等学校

置賜農業高等学校

米沢鶴城高等学校

　入学定員に併設型中学校から
の入学者数も含む。

　全日制の課程において、機械
加工科と機械制御科、建築科と
環境工学科、総合ビジネス科と
会計情報科は、それぞれまとめ
て募集する。

280

　理数探究科と国際探究科をあ
わせて、探究科として募集す
る。
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２　山形県立高等学校通信制の課程

同

３　山形県立特別支援学校の高等部

入学定員

若干名

若干名

同 若干名

同 14

同 22

同 11

同 若干名

同 14

同 14

同 22

同 11

同 11

同 11

同 24

同 16

４　山形県立高等学校専攻科

山形県立

５　山形県立特別支援学校の高等部専攻科

山形県立 若干名

若干名

生産技術 若干名

看　　　護 40

普　　通

同 山 形 聾 学 校 県下一円
商業技術

楯岡特別支援学校
大 江 校

　寒河江市、河北町、西川町、朝日町、
　大江町

山 形 盲 学 校 県下一円 理　　療

学　校　名 受入れ区域 設置学科 入学定員

上山高等養護学校

　山形市、寒河江市、上山市、村山市、
　天童市、東根市、尾花沢市、山辺町、
　中山町、河北町、西川町、朝日町、
　大江町、大石田町

普　　通

鶴岡高等養護学校 　鶴岡市、酒田市、庄内町、三川町、遊佐町 普　　通

村山特別支援学校 　山形市、上山市、天童市、山辺町、中山町 普　　通

　村山市、天童市、東根市、尾花沢市、
　大石田町

普　　通楯岡特別支援学校

鶴 岡 養 護 学 校 　鶴岡市、庄内町、三川町 普　　通

新 庄 養 護 学 校

【総合コース】新庄市、金山町、最上町、
　　　　　　　舟形町、真室川町、大蔵村、
　　　　　　　鮭川村、戸沢村
【就労コース】総合コース同様

普　　通

酒田特別支援学校 　酒田市、遊佐町 普　　通

米 沢 養 護 学 校

【総合コース】米沢市、南陽市、高畠町、
　　　　　　　川西町
【就労コース】米沢市、南陽市、高畠町、
　　　　　　　川西町、長井市、小国町、
　　　　　　　白鷹町、飯豊町

普　　通

ゆきわり養護学校 　県下一円 普　　通

米 沢 養 護 学 校
西 置 賜 校

　長井市、小国町、白鷹町、飯豊町 普　　通

保健理療

山 形 養 護 学 校 　県下一円 普　　通

山 形 聾 学 校 　県下一円 普　　通

普　　　通 80

学　校　名 受入れ区域 設置学科

普　　通
山 形 盲 学 校 　県下一円

庄内総合高等学校

山形県立

学　校　名 設置学科 入学定員

山形県立霞城学園高等学校
普　　　通 120

服　　　飾 40

山 辺 高 等 学 校

（注）受入れ区域について特別な事情がある場合には、県教育委員会が調整する。

学　校　名 設置学科 入学定員
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議第 ２ 号 

 

   令和 10 年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針の決定について 

 

令和 10 年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針を別紙のとおり決定する。 

 

   提 案 理 由 

令和 10 年度における山形県立高等学校入学者選抜に係る基本方針を定める必要が

あるため提案するものである。 

 

令和８年９月 10 日提出 

 

山形県教育委員会 

教育長 須 貝 英 彦 
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令和 10 年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針 

 
令和 10 年度山形県立高等学校全日制の課程及び定時制の課程の入学者選抜は、次の方針に基づ

いて行う。 

 

１ 入学者の募集は、県教育委員会の公告に基づき、各高等学校長が行う。 

なお、教育長が特に必要と認める場合は、第２次募集を行うことができる。 

２ 入学志願は次の各号に定めるところによる。 

(1) 入学志願は１人１校とし、在籍又は出身の中学校、これに準ずる学校、義務教育学校又は中

等教育学校（以下「中学校」という。）の校長を経由して行うものとする。 

(2) 入学志願に係る通学区域は、「山形県立中学校及び高等学校の通学区域に関する規則」（昭和

24 年３月県教育委員会規則第４号）の定めるところによる。 

(3) ２校以上に同時に志願した者は、選抜の対象から除外する。 

３ 入学者の選抜は、各高等学校長が、それぞれ次の各号に定めるところにより行う前期（特色）

選抜、後期（一般）選抜及び連携型入学者選抜のうちいずれかの選抜方法により、各高等学校、

学科等の特色及び入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）を踏まえ、その教

育を受けるに足る能力・適性等を判定して行う。 

選抜は、中学校における学習等の諸活動の記録及び県教育委員会が実施する検査の成績等の資

料に基づいて行う。 

ただし、併設型高等学校においては、当該高等学校に係る併設型中学校の生徒については入学

者選抜は行わない。 

(1) 前期（特色）選抜は、次に定めるところにより行う。 

ア 中学校長から送付された調査書情報及び各高等学校が選択した検査の結果に基づき選抜

する。 

イ 検査は、個人面接、集団面接、作文、発表、その他（小論文、実技、口頭試問、学校ごと

の学力検査等）の中から、各高等学校が１つから３つを選択して行う。 

ウ 連携型中高一貫教育を行う高等学校が行う前期（特色）選抜には、当該高等学校に係る連

携型中学校の生徒は志願することができない。 

(2) 後期（一般）選抜は、次に定めるところにより行う。 

ア 調査書情報及び学力検査の成績に基づき選抜する。ただし、音楽科及び体育科の選抜にお

いては、適性検査を行い、その結果を選抜の資料として加えるものとする。 

イ 調査書情報中の各教科の評定と学力検査の成績の比率は、高等学校長が定める。 

ウ やむを得ない理由で学力検査、適性検査を受検できない受検者に対して、５教科の学力検

査問題による追検査、適性検査を別日程で行うものとする。 

(3) 連携型入学者選抜は、中高一貫教育を行う連携型中学校から連携型高等学校への入学者の選

抜に当たり、次に定めるところにより行う。 

ア 学力検査を行わず､「学習のまとめ」及び面接に基づき選抜する。 

４ 調査書情報を選抜の資料とする場合は、調査書情報中の「特別活動等の記録」及びその他の記

録にも十分留意するものとする。 

５ 前期（特色）選抜の検査は、次の(1)又は(2)の日程のいずれかを各高等学校が選択して行う。 

(1) 令和 10 年１月 18 日（火）に行う。 

(2) 令和 10 年２月２日（水）に行う。 

６ 後期（一般）選抜の学力検査は次の日程で行う。 

(1) 本検査は、令和 10 年３月７日（火）に行う。 

(2) 追検査は、令和 10 年３月 12 日（日）に行う。 

議2-2



 
 

７ 後期（一般）選抜の学力検査は、次の各号に定めるところにより行う。 

(1) 学力検査は、すべての学校・課程・学科において国語、社会、数学、理科、外国語（英語）

について、各教科同一問題で一斉に行う。 

(2) 学力検査の問題は、中学校学習指導要領（平成 29 年文部科学省告示第 64 号）に基づいて出

題する。 

(3) 検査時間は、国語、社会、数学、理科、外国語（英語）それぞれ 50 分とする。 

(4) 配点は、国語、社会、数学、理科、外国語（英語）それぞれ 100 点とする。ただし､高等学校

長が必要と認めるときは、特定教科の配点の比重を変更することができる。 

(5) 追検査の学力検査問題は本検査と同程度の難易度による出題とする。 

８ 高等学校長が必要と認め、自己申告等に関する書類が提出された場合は、これを選抜の資料と

して加えることができる。 

９ 合格者の発表は、令和 10 年３月 17 日（金）に行う。 

10 国立諸学校を受検して合格した志願者については、在籍又は出身の中学校長は、志願先の高等

学校長に対し、国立諸学校への入学の諾否を報告しなければならない。 

11 県外からの志願者受入れについては、別に定める。 

12 その他入学者選抜の実施上必要な事項は、別に定める入学者選抜実施要項に示す。 

 

付 記 

１ 高等学校専攻科の入学者選抜については、別に定める。 

２ 定時制の課程における成人の志願者の入学者選抜及び通信制の課程における入学者選考に

ついては、別に定める入学者選抜実施要項に示す。 
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議第 ３ 号 

 

   山形県朝日少年自然の家に係る指定管理者の募集について 

 

山形県朝日少年自然の家に係る指定管理者を次のとおり募集する。 

 

１ 募集する施設の名称及び所在地 

名 称 山形県朝日少年自然の家 

所在地 山形県西村山郡大江町大字左沢字楯山 2523番地の５ 

２ 指定の期間 

令和９年４月１日から令和 12年３月 31日まで 

３ 申請者に必要な資格 

次に掲げる要件を全て満たす法人その他の団体（以下「法人等」という。）である

こと。 

(1) 県内に主たる事務所（本店）を有すること。 

(2) 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４（同条を準用する

場合を含む。）の規定により、本県における一般競争入札又は指名競争入札の参

加を制限されていないこと。 

(3) 山形県から指名停止措置を受けていないこと。 

(4) 国税及び地方税を滞納していないこと。 

(5) 会社更生法（平成 14年法律第 154号）又は民事再生法（平成 11年法律第 225

号）の規定に基づく更生又は再生手続を行っていないこと。 

(6) 次のいずれにも該当しないこと（地方自治法施行令第 167 条の４第１項第３

号に規定する者に該当する者を除く。）。 

イ 法人等の代表者等（法人の場合は法人の役員（非常勤役員を含む。）、支配人

及び営業所の代表者、団体の場合は理事等法人の場合と同様の責任を有する者

を含む。）が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第

77号）第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は暴力

団員でなくなった日から５年を経過しない者（以下「暴力団員等」という。）で

あること。 

ロ 暴力団員等がその事業活動を支配していること。 

ハ 暴力団員等をその業務に従事させ、又はその業務の補助者として使用するお

それがあること。 

(7) 県の公の施設の指定管理者又は指定管理者であった者のうち重大な協定違反

をした者については、県が当該協定違反の事実を知った時以後最初に行われる

本件施設の指定管理者の募集に対する応募でないこと。 

議 3-1 



(8) 地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 244条の２第 11項の規定による指定

の取消し（合併、分割等による法人格の変更等により再度指定の手続きが行わ

れたことに伴う指定の取消しを除く。）を受けた日から２年を経過しない者でな

いこと。 

(9) 消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）における適格請求書発行

事業者として登録を受け、又は登録を受ける予定であること。 

(10) 共同企業体が申請する場合は、当該共同企業体の全ての構成員が(1)から(9)

までの要件を全て満たすほか、次に掲げる要件を全て満たすものであること。 

イ 共同企業体の適当な名称を設定し、及び代表となる法人等を選定すること。 

ロ 当該共同企業体の構成員が、他の共同企業体の構成員として又は単独で申請

していないこと。 

ハ 代表となる法人等が納税地を所管する税務署長に消費税法（昭和 63 年法律

第 108 号）第 57 条の６第１項ただし書に規定する届出書を提出し、又は提出

する予定であること。 

 

   提 案 理 由 

平成 28 年４月から山形県朝日少年自然の家に導入されている指定管理者制度を継

続し、施設の効果的かつ効率的な管理運営を行うため、指定管理者の募集について提

案するものである。 

 

令和８年９月 10日提出 

 

山形県教育委員会 

教育長 須 貝 英 彦    

議 3-2 



＜別添資料＞ 

山形県朝日少年自然の家指定管理者公募について 

 

【施設概要】 

１ 施設の設置目的 団体宿泊訓練としての研修会、野外活動等を通じて健全な青少年の育成を図る。 

２ 施設面積等 

  敷地面積  79,620.91㎡ 

  建  物  鉄筋コンクリート造、３階建 

  延床面積  3,678.10㎡ 

３ 利用時間及び休館日（指定管理者が行う管理の基準） 

利用時間 午前９時～午後９時（午後５時以降の利用者がいないときは午後５時まで） 

休 館 日 次に掲げる日以外の日は、休館日としないこと。 

① 国民の祝日（４月、５月、７月及び 10月にあるものを除く。） 

② 12月 29日から翌年の１月３日までの日 

③ 毎月の第３日曜日（国民の祝日（７月にあるものに限る。）の前日を除く。） 

④ 月曜日（毎月の第３日曜日の翌日、国民の祝日（４月、５月、７月及び 10月に  

あるものに限る。）及び４月 30日から５月２日までの日を除く。）  

※利用時間及び休館日は、この基準の範囲内で、あらかじめ教育委員会の承認を受けて指定管 

理者が定めることになる。 

４ 利用者数（延べ人数）及び利用料金収入の実績 

令和２年度： 12,662人   57,410円 

令和３年度： 12,832人   66,060円 

令和４年度： 15,961人   40,320円 

令和５年度： 16,422人  142,060円 

令和６年度： 15,635人   65,290円 

令和７年度： 13,718人  176,340円 

５ 現在の管理運営体制 

県 職 員 数：職員４名、臨時職員１名（夏季のみ） 

指定管理者：株式会社ヤマコー 

職員数：常勤職員３名（うち兼務者１名）、非常勤職員９名（うち兼務者２名） 

 

【指定管理者公募】 

１ 指定期間：３年 

２ 応募資格：議案書のとおり 

３ 委託業務（指定管理料の上限額 145,862千円／３か年） 

(1) 施設及び設備の維持管理に関する業務（保守管理業務、清掃、保安警備等） 

(2) 施設の運営に関する業務（利用者の研修等のための便宜の供与、野外活動等の実施等） 

(3) 施設及び設備の利用の許可に関する業務（利用の許可、許可に付した条件の変更等） 

(4) 利用者の指導に関する業務（企画事業の実施、県主催事業の実施支援等） 

４ 選定のスケジュール（予定） 

①  教育委員会へ指定管理者「募集」を付議   ９月 10日（木） 

②  募集要項審査委員会            10月 19日（月） 

③  募集要項等の配布             11月～12月 

④  質問書の受付               11月～12月 

⑤  現地説明会の開催             11月～12月 

⑥  申請書類の提出期限            12月 

⑦  選定審査委員会              12月下旬 

⑧  候補者の選定               １月 

⑨  指定管理者の議決（県議会２月定例会）    ２月 

⑩  教育委員会へ指定管理者「指定」を付議   ２月～３月 

⑪  指定管理者との協定締結          ３月 

議 3-3 



議第 ４ 号 

 

教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に 

ついて 

 

教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果につ

いて、別紙のとおり報告書を作成し、県議会に提出するとともに、公表する。 

 

   提 案 理 由 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162 号）第 26 条第１

項の規定により、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価の結果について、報告書を作成し、県議会に提出するとともに、公表するため提案

するものである。 

 

令和８年９月 10 日提出 

 

山形県教育委員会 

教育長 須 貝 英 彦 

議4-1



 

令和７年度「教育に関する事務の管理及び執行状況」 

の点検・評価について 

 

１ 点検・評価の根拠 

 ○ 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」 第26条 

・ 教育委員会が自らの権限に属する事務の管理・執行状況について、毎年度、点 

検・評価すること。 

・ その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表すること。 

・ 点検・評価を行う際には、学識経験者の知見の活用を図ること。 

 

２ 点検・評価の対象 

○ 令和７年度における教育委員会の活動状況 

○ 県教育委員会が「第７次山形県教育振興計画前期計画」に基づき令和７年度に重 

点的に取り組んだ事務事業 

 

３ 学識経験者の知見の活用   

○ 学識経験者等で構成する「第７次山形県教育振興計画推進委員会」において意見

聴取を行う。 

 

４ スケジュール 

○ ９月 ２日 第７次山形県教育振興計画推進委員会において、報告書（案）に関 

して意見聴取 

○  ９月10日 ９月定例教育委員会において、報告書を決議 

○ 10月 8日 県議会９月定例会の最終日に決算資料とともに県議会に提出 

○ 10月 9日 県のホームページにおいて公表 

 

資料１ 

議4-2
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(
3
)
 

令
和
７

年
度
山

形
県
教

育
功
労

者
表
彰

被
表
彰
者

の
決

定
に
つ
い

て
 

(
4
)
 

地
方
教

育
行
政

の
組
織

及
び
運

営
に
関

す
る
法
律

第
2
9
条
の

規
定

に
基
づ

く
意
見

に
 

つ
い
て
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1
0
月
定
例

会
（

R
7
.
1
0
.
1
5
）
 

○
報
告

 

(
1
)
 

博
物
館

登
録
の

抹
消
に

つ
い
て

 

 
 

○
議

事
 

(
1
)
 

山
形
県

金
峰
少

年
自
然

の
家
の

指
定
管

理
者
の

指
定
に

つ
い
て

 

(
2
)
 

山
形
県

立
高
等

学
校
管

理
運
営

規
則
の

一
部
を

改
正
す

る
規
則
の

制
定
に

つ
い
て

 

(
3
)
 

令
和
９

年
度
山

形
県
立

高
等
学

校
入
学

者
選
抜

基
本
方

針
の
決
定

に
つ
い

て
 

(
4
)
 

山
形
県

教
員
資

質
向
上

協
議
会

委
員
の

任
命
に

つ
い
て

 

 

1
1
月
定
例

会
（

R
7
.
1
1
.
2
0
）
 

 
○
報
告

 

 
 
(
1
)
 

米
沢
養

護
学
校

寄
宿
舎

の
閉

舎
に
つ

い
て

 

 
 

○
議

事
 

(
1
)
 

教
育

委
員

会
の

権
限

に
属

す
る

事
務

の
管

理
及

び
執

行
の

状
況

の
点

検
及

び
評

価
の

変
更
に
係

る
臨
時

専
決
処

理
の

承
認
に

つ
い
て

 

(
2
)
 

地
方
教

育
行
政

の
組
織

及
び
運

営
に
関

す
る
法

律
第

2
9
条

の
規
定

に
基
づ

く
意
見

に
 

つ
い
て

 

 

1
2
月
定
例

会
（

R
7
.
1
2
.
2
3
）
 

○
報
告

 

(
1
)
 

「
令

和
７
年

度
全
国

体
力
・
運

動
能
力

、
運
動

習
慣
等

調
査

」
結

果
に
つ

い
て

 

 
○
議
事

 

(
1
)
 

地
方
教

育
行
政

の
組
織

及
び
運

営
に
関

す
る
法

律
第

2
9
条

の
規
定

に
基
づ

く
意
見

に
 

係
る
臨

時
専
決

処
理
の

承
認

に
つ
い

て
 

(
2
)
 

山
形
県

産
業
教

育
審
議

会
委
員

の
任
命

に
係
る

臨
時
専

決
処
理
の

承
認

に
つ
い
て

 

(
3
)
 

教
職
員

の
人
事

に
つ

い
て
 

 

 ２
月
定
例

会
（

R
8
.
2
.
9
）
 

○
報
告

 

(
1
)
 

山
形
県

立
新
庄

志
誠
館

高
等
学

校
校
歌

の
制
作

に
つ

い
て

 

○
議
事

 

(
1
)
 

山
形
県

立
夜

間
中
学

校
設
置
基

本
計
画

の
策
定

に
つ

い
て

 

(
2
)
 

山
形
県

立
高
等

学
校
体

育
施
設

の
開
放

に
関
す

る
規
則

の
一
部
を

改
正
す

る
規
則

の
 

制
定
に

つ
い
て

 

(
3
)
 

地
方
教

育
行
政

の
組
織

及
び
運

営
に
関

す
る
法

律
第

2
9
条

の
規
定

に
基
づ

く
意
見

に
 

つ
い
て

 

 

３
月

定
例

会
（
R
8
.
3
.
1
7
）
 

○
報
告

 

(
1
)
 

山
形
県

教
育
Ｄ

Ｘ
推
進

ビ
ジ
ョ

ン
に
つ

い
て

 

 
 
○

議
事

 

(
1
)
 

山
形
県

公
立
学

校
に
お

け
る
働

き
方
改

革
プ
ラ
ン
（

第
Ⅲ
期

プ
ラ

ン
）
の

策
定

に
つ
い

 

 
 

 
て

 

(
2
)
 

県
立
高

校
未
来

創
造
ビ

ジ
ョ
ン

の
策
定

に
つ
い
て

 

(
3
)
 

山
形
県

教
員
指

標
の
一

部
改
正

に
つ
い

て
 

(
4
)
 

市
町
村

立
学
校

職
員
給

与
負
担

法
に
規

定
す
る
学

校
職

員
の
旅
費

に
関
す

る
条
例

の
 

施
行
規

程
の
一

部
を
改

正
す
る

規
則
の
制

定
に
つ

い
て

 

(
5
)
 

山
形
県

教
育
委

員
会
の

所
管
に

属
す
る

公
益
信
託

の
引

受
け
の
許

可
及
び

監
督
に

関
 

す
る
規

則
を
廃

止
す
る

規
則
の

設
定
に
つ

い
て

 

 
 
 

(
6
)
 

山
形
県

教
育
委

員
会
聴

聞
の
手

続
に
関
す

る
規

則
の
一
部

を
改
正

す
る
規

則
の

制
定

 

に
つ
い

て
 

 
 
 

(
7
)
 

山
形
県

立
高
等

学
校
管

理
運
営

規
則
の
一

部
を

改
正
す
る

規
則
の

制
定
に

つ
い

て
 

 
 
 

(
8
)
 

技
能
労

務
職
員

に
関
す

る
規
則

の
一
部
を

改
正

す
る
規
則

の
制
定

に
つ
い

て
 
 

 
 
 

(
9
)
 
 
教
育
職

員
の
業

務
量
の

適
正
な

管
理
等

に
関
す

る
規
則
の

一
部
を

改
正
す

る
規

則
の

 

制
定
に

つ
い
て

 

(
1
0
) 

地
方
教

育
行
政

の
組
織

及
び
運

営
に
関

す
る
法
律

第
2
9
条
の

規
定

に
基
づ

く
意
見

に
 

係
る
臨

時
専
決

処
理
の

承
認
に

つ
い
て

 

 
 
 

(
1
1
)
 

教
育

委
員

会
職

員
の
人

事
に
つ

い
て

 

 
 
 

(
1
2
)
 

教
職

員
の

人
事

に
つ
い

て
 

 

３
月

臨
時

会
（
R
8
.
3
.
2
4
）
 

○
報
告

 

(
1
)
 

山
形
県

幼
児
教

育
推
進

ビ
ジ
ョ

ン
に
つ

い
て

 

(
2
)
 

山
形
県

に
お
け

る
部
活

動
改
革

及
び
地

域
ク
ラ
ブ

活
動

に
関
す
る

総
合
的

な
ガ
イ

ド
 

ラ
イ
ン

に
つ
い

て
 

 
 
○

議
事

 

(
1
)
 

山
形
県

教
育
委

員
会
事

務
局
組

織
規
則

の
一
部
を

改
正

す
る
規
則

の
制
定

に
つ
い

て
 

(
2
)
 

山
形
県

立
中
学

校
管
理

運
営
規

則
の
一

部
を
改
正

す
る

規
則
の
制

定
に
つ

い
て

 

 
 
 

(
3
)
 

特
別
支

援
学
校

の
管
理

運
営
に

関
す
る
規

則
の

一
部
を
改

正
す
る

規
則
の

制
定

に
つ

 

い
て

 

 
 
 

(
4
)
 

教
職
員

の
人
事

に
つ
い

て
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 ２
 

教
育

懇
談
会

 

 
 

委
員

が
、

教
育

関
係

者
を

は
じ

め
と

す
る

県
民

か
ら

幅
広

く
意

見
を

聴
き

、
教

育
現

場
の

実
情

把
握
に
努

め
、
そ

れ
ら
を

教
育

施
策

に
反

映
さ
せ

る
こ
と

を
目

的
と
し

て
開
催

し
た
。

 

(
1
)
 

庄
内

地
区
（

R
7
.
7
.
9
）
 

①
 
鶴

岡
市
立

朝
暘
第

五
小
学

校
訪
問

 

②
 
庄

内
地
区

各
市
町

教
育
委

員
会
と

の
懇
談

 

(
2
)
 

最
上

地
区
（

R
7
.
1
0
.
20
）
 

①
 
新

庄
市
立

新
庄
中

学
校
訪

問
 

②
 
最

上
地
区

各
市
町

村
教
育

委
員
会

と
の
懇

談
 

 ３
 

教
育

委
員
協

議
会

 

 
 

当
面

す
る

検
討

課
題

等
に

つ
い

て
、

教
育

委
員

自
ら

が
現

場
で

の
取

組
状

況
に

係
る

調
査

を
実

施
。
ま
た

、
本
県

に
お

け
る
様

々
な
教
育

課
題
に

つ
い
て

委
員

間
で

意
見

交
換
を

行
っ
た

。
 

(
1
)
 

現
場
で

の
取
組

状
況
に

係
る
調

査
 

①
 
山

形
南
高

校
、
ゆ

き
わ
り

養
護
学

校
（
R
7
.
6
.
24

）
 

②
 
小

国
高
校

、
米
沢

鶴
城
高

校
（
R
7
.
1
0
.3

）
 

(
2
)
  

意
見
交

換
 

 
①
 
英

語
教
育

の
充
実

に
つ
い

て
（
R
7
.
5
.
15

）
 

 
 ②

 
キ

ャ
リ
ア

教
育
の

充
実
に

つ
い
て

（
R
7
.
6
.
1
0
）
 

 
 ③

 
学

力
向
上

に
向
け

た
取
組

み
に
つ
い

て
（

R
7
.
7
.
2
4
）
 

④
 
教

職
員
の

養
成
・

確
保
に

つ
い
て

（
R
7
.
8
.
2
7
）
 

⑤
 
教

育
現
場

に
お
け

る
デ
ジ

タ
ル
技
術

の
活
用

に
つ
い

て
（

R
7
.
9
.
1
1
）
 

⑥
 
県

立
高
校

の
魅
力

発
信
に

つ
い
て

（
R
7
.
1
0
.
1
5
）
 

⑦
 
学

校
・
家

庭
・

地
域
の

連
携

・
協
働

の
推
進

に
よ
る

地
域

の
教
育
力

の
向
上

に
つ
い

 

て
（
R
7
.
1
2
.2
3
）
 

⑧
 
 
公

立
高
校

を
め
ぐ

る
国
の

動
向
と

今
後
の
県

立
高
校

の
在

り
方
に
つ

い
て

（
R
8
.
2
.
9
） 

 

４
 

総
合

教
育
会

議
 

 
 

教
育

を
行

う
た

め
の

諸
条

件
の

整
備

、
そ

の
他

の
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

教
育

、
学

術
及

び
文

化
の
振
興

を
図
る

た
め
重

点
的

に
講

ず
べ

き
施
策

等
に
つ

い
て

、
知
事

と
協

議
、
調
整
を

行
っ
た

。
 

(
1
)
 

第
1
6
回
山
形

県
総
合

教
育
会

議
（

R
8
.
1
.
2
0
）
 

①
 
教

師
を
取

り
巻
く

環
境
整

備
の
推
進

に
つ
い

て
 

 
～
学

校
に
お
け

る
働
き

方
改

革
の
一
層

の
推
進

に
つ
い

て
～
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第
２

部
 
教

育
委
員
会

の
事

務
の

点
検
・
評

価
 

 
山
形

県
教
育

委
員
会

で
は
、
教
育

基
本

法
第

1
7
条
第

２
項

に
規
定
す

る
「

地
方
公

共
団
体

に
お
け
る

教
育
振

興
基
本

計
画

」
と
し

て
令
和

７
年
３

月
に
策

定
し
た
「
第

７
次

山
形

県
教
育

振
興
計
画

」（
７
教

振
）
に

基
づ
き

、
事
務

事
業
に

取
り
組
ん

で
い
る

。
当

該
計
画

は
、
基

本
目
標

を
「

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

を
目
指

し
、
多

様
性

あ
ふ
れ
る

持
続
可

能
な
社

会
の

実
現

を
担

う
山
形

の
人

づ
く
り

」
と
し

、
概

ね
1
0

年
間

を
通

じ
て
目

指
す

本
県
教

育
の
姿

を
示
す

と
と
も

に
、
計

画
策
定
後

の
前
期

５
年
間

（
令

和
７
年

度
か
ら
令

和
1
1
年
度

ま
で
）
に

総
合
的

か
つ
計

画
的

に
取

り
組

む
主
要

な
施
策

の
方

向
性

と
具

体
的

な

取
組

み
を

示
し
て

い
る

。
施
策

の
柱
で

あ
る
基

本
方
針

の
下
に

体
系
化
し

た
８

つ
の
ア

ク
シ
ョ

ン
と

1
9
の
主
要

施
策

に
つ
い

て
、
目
標

を
掲

げ
、
取

組
み
の

成
果
を
上

げ
る
こ

と
と
し

て
い

る
。

 

 方
針
Ⅰ

 
一

人
ひ
と

り
が

自
分
ら

し
く

可
能
性

に
チ

ャ
レ
ン

ジ
で

き
る
学

び
を

実
現
す

る
 

 ア
ク
シ
ョ
ン
 １

 
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
行
動
す
る
力
を
育
む
 
 

様
々
な

体
験
を

通
し
自

分
の
興

味
関
心

を
見
つ
け

、
行
動

す
る

経
験
を
積

み
重
ね

る
こ
と

で
、

主
体

的
に

学
び
続

け
る

 

 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

ア ク シ ョ ン １
 

①
国
語
、

算
数
・

数
学
の

勉
強

が
「

好

き
」
な

児
童
生

徒
の
割
合

（
文

部
科
学

省
「
全

国
学
力

・
学
習
状

況
調

査
」）

 

国
小

6
:
7
0
%
・

中
3
:7

0
% 

算
小

6
:
6
5
%
・

数
中

3
:
65
% 

 【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

国
小
６

：
6
8
.
1
%
・
中

３
：
6
5
.
4
% 

算
小
６

：
5
8
.
1
%
・
数

中
３
：

5
7
.
7
% 

（
R
6
.
4
）
 

 

 ②
国
語
、

算
数
・

数
学
の

内
容

が
「

分
か

る
」
と

思
う
児

童
生
徒
の

割
合

（
文
部

科
学
省

「
全
国

学
力
・
学

習
状

況
調

査
」）
 

国
小

6
:
9
0
%
・

中
3
:8
5
% 

算
小

6
:
8
5
%
・

数
中

3
:
75
% 

 

【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

国
小
６

：
8
6
.
5
%
・
中

３
：
8
2
.
0
% 

算
小
６

：
7
8
.
3
%
・
数

中
３
：

7
3
.
8
% 

（
R
6
.
4
）
 

①
～

⑤
、

⑨
 

（
１

）
社

会
を
生

き
ぬ
く

確
か

な
学

力
育

成
事
業

 

・
各
教

育
事
務

所
が
管

内
の

小
中
学

校
を

訪
問
し
、
各

市
町
村
教

育
委
員

会
と
連

携
し

て
、
全

国
学
力
・
学

習
状
況
調

査
の
結

果
を
踏

ま
え

た
指

導
・
助

言
の

実

施
 

・
山
形
大

学
と
連

携
し
、
理
科
・
数

学
等

の
複

数
分
野

の
競
技
に

よ
り
、
科
学

好
き
の

裾
野
を

広
げ
、
探

究

心
や
創
造

性
に
優

れ
た
人

材
の

育
成

を
目

指
し
、
科

学
の
甲
子

園
ジ
ュ

ニ
ア
を

実
施

 

 
（

参
加

人
数
：

7
校

1
7
チ
ー

ム
 
1
0
0
名
）
 

・
小
中

学
校
の

管
理
職

、
教

諭
（

研
究

主
任

）、
市
町

村

教
育
委
員

会
を
対

象
に
、
教

科
学
習

指
導

力
向
上

に

向
け

た
全

県
学

力
向

上
オ

ン
ラ

イ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム

を
年
４
回

実
施

 

・
学
力

上
位
県

に
教
員

を
派
遣

し
、
そ
の
成

果
を
全

て

の
学

校
を

対
象

と
し

た
全

県
学

力
向

上
オ

ン
ラ

イ

ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
等

に
お

い
て

発
信

す
る

こ
と

に

よ
り
、
各

学
校
に

お
け
る

学
力

向
上

に
向

け
た
取

組

み
の
充
実

を
推
進

 

・小
中
学

校
各

教
科
等

担
当
指

導
主
事

連
絡
協

議
会
及

び
各

教
育

事
務

所
管

内
で

実
施

す
る

教
育

課
程

研

究
協
議
会

に
お
い

て
、
学

校
と

家
庭
・
地

域
と
の

連

×
未
達
成

 

国
小

6
：
6
3
.
0
%
・
中

3
：
6
2
.
3%
 

算
小

6
：
5
7
.
5
%
・
数

中
3
:
5
6
.2
%
(
R
8
.
4)
 

(
国
小

6
：
6
5
.
7
%
・

中
3
：
6
0
.1
% 

算
小

6：
5
7
.
7
%・

数
中

3：
5
4
.
3%

(
R
7.
4
)
) 

※
昨

年
度

よ
り

小
学

校
は

国
語

が
減

少

し
、
算
数

は
横
ば

い
。
中

学
校

は
両

教
科

と
も

増
加

。
引
き

続
き
、
教

師
の
指

導
力

向
上

に
努

め
て
い

く
必
要

が
あ

る
。

 

   ×
未
達
成

 

国
小

6
：
8
1
.
5
%
・
中

3
：
7
7
.
3%
 

算
小

6
：
7
3
.
7
%
・
数

中
3
:
7
0
.3
%
(
R
8
.
4)
 

（
国

小
6
：

8
3
.
6
%
・

中
3
：

7
6.
7
% 

算
小

6：
7
4
.
6
%・

数
中

3：
6
7
.
3
%
(
R
7
.4
)
） 

※
昨

年
度

よ
り
小

学
校
は

減
少

、
中

学
校

は
増

加
。

引
き
続

き
、
教

師
の

指
導
力

向
上

に
努

め
て
い

く
必
要

が
あ

る
。

 

   

①
～
⑤

 

（
１
）

 

・
教
員

の
指
導

力
向
上

の
た

め
、
体

制
の

充
実
や

、

全
県
指
導

主
事
等

研
究
協

議
会

等
の

開
催

、
教

 

育
事
務
所

に
よ
る

学
校
へ

の
現

地
指

導
及

び
各

種
研
修
会

の
実
施

や
、

授
業
づ

く
り
の

手
引
き

書
と
し
て

作
成
し

た
「
山

形
県

授
業

ス
タ

ン
ダ

ー
ド
」
の

教
員
等

へ
の
配

布
の

ほ
か
、

学
力
上

位
県
へ
の

教
員
の

長
期
派

遣
の

実
施

や
長

期
研

修
の
充
実

に
取
り

組
む

。
 

・
Ｃ

Ｂ
Ｔ

化
さ

れ
た
、

算
数
・

数
学
、

英
語
の
県

 

独
自
問
題

を
学
期

末
に
各

学
校

で
実

施
し

、
学

 

力
定
着
度

に
基
づ

く
授
業

改
善

に
取
り
組

む
と

 

と
も
に
、

Ｃ
Ｂ
Ｔ

デ
ー
タ

の
活

用
に

よ
る

指
導

 

力
向
上
を

図
る
。

 

・
授

業
と

連
動

し
た

家
庭

学
習

の
充

実
を

図
る

た

め
「

山
形
県

版
家
庭

学
習
の

手
引
き
」
を

全
教
員

に
対
し
配

布
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目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

③
「
授
業

が
、
自

分
に
あ

っ
た

教
え

方
、

教
材
、

学
習
時

間
な
ど
に

な
っ

て
い

た
」
と

思
う
児

童
生
徒
の

割
合

 

（
文
部
科

学
省
「

全
国
学

力
・

学
習
状
況

調
査
」
）

 

小
6
:
8
5
.6
%
・

中
3
:8

2
.5
% 

 【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

小
６
：

8
5
.
1
%
・
中
３

：
8
2
.
0
% 

（
R
6
.
4
）
 

   ④
「
授
業

や
学
校

生
活
で

、
友

達
や

周
り

の
人
の

考
え
を

大
切
に
し

て
お

互
い
に

協
力
し

な
が
ら

課
題
の
解

決
に

取
り
組

ん
で
い

る
」
と

思
う
児
童

生
徒

の
割
合

 

（
文
部
科

学
省
「

全
国
学

力
・

学
習
状
況

調
査
」
）

 

小
6
:
9
1
.9

%
 

中
3
:9
3
.
9
% 

 【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

小
６
：

9
1
.
4
%
・
中
３

：
9
3
.
4
% 

（
R
6
.
4
）
 

         

携
・
協
働

の
活
性

化
に
つ

い
て

協
議

及
び

実
践
の

共

有
を
実
施

 

・
実
践

的
指
導

力
の
向

上
を

目
的
と

し
た

協
議
、
講

師

に
よ
る
指

導
助
言

等
を
通

し
て

、
学

習
指

導
要
領

等

の
趣
旨
を

理
解
し

、
個

別
最
適

な
学

び
・
協
働

的
な

学
び
に
よ

る
主
体

的
・
対

話
的

で
深

い
学

び
の
授

業

実
践
の
推

進
を
図

る
地
区

別
研

修
会

の
開

催
 

・
全
国

学
力
・
学

習
状

況
調
査

結
果
を

踏
ま
え

た
ア
ク

シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を

作
成
し

、
目

指
す

資
質

能
力
の

育

成
に
向
け

た
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ

イ
ク

ル
の

構
築

を
推
進

 

・
全

国
学

力
・
学

習
状
況

調
査

等
の
結

果
を
踏

ま

え
、
全
市

町
村
に

個
別
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し
、

次
年
度
以

降
の
施

策
へ
反

映
 

・
全

国
学

力
・
学

習
状
況

調
査

等
の
分

析
を
も

と
に

作
成
し
た

評
価
問

題
シ
ー

ト
等

を
Ｃ
Ｂ

Ｔ
化
し

、

各
学
校
へ

配
信

 

 （
２

）
少

人
数
学

級
編
制

等
推

進
事
業

 

・
教

科
担

任
制
、

小
中
連

携
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

効
果
的

な

活
用
等
を

推
進
（

教
科
担

任
マ

イ
ス

タ
ー

を
小
：

4
1
校
、
中

：
１

校
で
任

命
し
、

教
科
指

導
力
（

算

数
・
数
学

、
英
語

）
の
向

上
並

び
に
校

内
Ｏ
Ｊ

Ｔ

の
活
性
化

を
図
る

）
 

・
少

人
数
学

級
編
制
「

教
育

山
形
『
さ

ん
さ
ん

』
プ

ラ

ン
」
に

よ
り
、
児

童
生
徒

の
個

々
の

能
力

を
伸
ば

す

た
め
、「

わ
か

る
授
業

」「
い

じ
め
や

不
登

校
の
な

い

楽
し
い
学

校
」
に

向
け
た

取
組

み
を

推
進

 

（
義
務

教
育
課

に
よ
る
学

校
訪

問
８
校
）

 

・
学
級
編

制
に
よ

り
多
人

数
単

学
級
（

3
4
～
4
0
人

）
と

な
る
学
校
（

3
1
校

）
に
対
し

、
児

童
生
徒

一
人
ひ

と

り
へ
の
き

め
細
か

な
指
導

を
行

う
た

め
、
学

習
指

導

員
を
配
置

し
、
教

員
の
支

援
体

制
を

確
保

 

×
未
達
成

 

小
6
:
8
1
.
2
%
・

中
3
:8
0
.3
%
(R
8
.
4
) 

(
小

6
:
8
4.
9
%
・
中

3
:
8
0.
9
%
(
R7
.
4
)
) 

 

※
小
中

学
校
と

も
昨
年

度
よ
り

減
少

。
引

き
続

き
教

師
の
指

導
力
向

上
に

努
め
て

い
く

必
要

が
あ
る

。
 

 

     ◎
達
成

 

小
6
:
9
2
.
4
%
 

中
3
:9
4
.
1
%
(R
8
.
4
) 

(
小

6
:
9
3.
6
%
 
中

3
:
9
3.
3
%
(
R7
.
4
)
) 

 ※
昨
年
度

よ
り
小

学
校
は

減
少

、
中

学
校

は
 

増
加
。

 

 

   

 

        

                 （
２
）

 

・
算

数
・

数
学

の
教
科

指
導
に

優
れ
た

教
員
を
マ

イ
ス
タ
ー

に
任
命

す
る
教

科
担

任
マ
イ
ス

タ
ー

制
度
（
小

2
4
校

、
中

８
校
）

を
実
施
し

、
教

科
担
任
マ

イ
ス
タ

ー
に
よ

る
近

隣
校

へ
の

授
業

相
談
や
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
効
果

的
な

活
用
方
法

等
も

含
め
た
授

業
の
公

開
や
取

組
状

況
、
授
業

動
画

等
を
ポ
ー

タ
ル
サ

イ
ト
で

全
県

へ
発

信
・

周
知

を
実

施
 

・
学

級
編

制
に
よ
り

多
人
数

単
学
級
（

3
4
～

4
0
人

）

と
な
る
学

校
（
2
4
校
）
に

対
し

、
児
童
生

徒
一
人

ひ
と

り
へ

の
き

め
細

か
な

指
導

を
行

う
た

め
、

学
習

指
導

員
を

配
置

し
、

教
員

の
支

援
体

制
を

確
保
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目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

            ア ク シ ョ ン
 

１
 

                 

⑤
「
授
業

中
に
課

題
の
解

決
に

向
け

て
、

自
分
で

考
え
、

自
分
か
ら

取
り

組
ん
で

い
た
」

と
思
う

児
童
生
徒

の
割

合
 

（
文
部
科

学
省
「

全
国
学

力
・

学
習
状
況

調
査
」
）

 

小
6
:
8
2
.0
%
・

中
3
:8

3
.1
% 

 【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

小
６
：

8
1
.
5
%
・
中
３

：
8
2
.
6
% 

（
R
6
.
4
）
 

  ⑥
地
域
や

外
部
機

関
と
連

携
し

て
探

究
学

習
に
取

り
組
む

小
中
高
等

学
校

の
割
合

 

（
県
独
自

調
査
）

 

小
8
0%

・
中

80
%
・
高

8
0
% 

 

【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

※
 
新

規
調
査

 

     

           

          

  ⑥
 

（
１

）
社

会
を
生

き
ぬ
く

確
か

な
学

力
育

成
事
業

 

＜
小
中

学
校
＞

 

・
山
形
大

学
と
連

携
し
、
理
科
・
数

学
等

の
複

数
分
野

の
競
技
に

よ
り
、
科
学

好
き
の

裾
野
を

広
げ
、
探

究

心
や
創
造

性
に
優

れ
た
人

材
の

育
成

を
目

指
し
、
科

学
の
甲
子

園
ジ
ュ

ニ
ア
を

実
施

 

 
（

参
加

人
数
：

7
校

1
7
チ
ー

ム
 
1
0
0
名
）
 

・小
中
学

校
各

教
科
等

担
当
指

導
主
事

連
絡
協

議
会
及

び
各

教
育

事
務

所
管

内
で

実
施

す
る

教
育

課
程

研

究
協
議
会

に
お
い

て
、
教

育
課

程
を

通
じ

て
家
庭

・

地
域
と
と

も
に
「

社
会

に
開
か

れ
た
教

育
課
程
」
の

も
と
、
学
校
と

家
庭
・
地
域

と
の
連
携
・
協

働
の
活

性
化
に
つ

い
て
協

議
及
び

実
践

の
共

有
を

実
施

 

【
再

掲
】

 

（
２

）
探

究
学
習

推
進
事

業
・

キ
ャ
リ
ア

教
育
推

進

事
業

 

＜
高
等

学
校
＞

 

・
地
域

で
の
体

験
を

活
か

し
地

域
の

人
と

関
わ
り

な

が
ら

、
各

自
設
定

し
た
課

題
の

解
決
に
向

け
て

、

課
題

研
究

や
総
合

的
な
探

究
の

時
間

等
に

お
い

て
、

市
町

村
や
産

業
界
、

高
等

教
育
機
関

等
と
連

携
し

た
主

体
的
・

協
働
的

な
学

習
活
動
を

実
施

 

×
未
達
成

 

小
6
:
7
7
.
6
%
・

中
3
:8
1
.
8
%
(R
8
.
4
) 

(
小

6
:
8
2
.
1
%
・

中
3:
7
8
.
8
%(
R
7
.
4
))
 

 ※
昨

年
度

よ
り
小

学
校
は

減
少

、
中

学
校

は
 

増
加
。

引
き
続

き
教
師

の
指
導

力
向
上

に
努
め

て
い
く

必
要
が

あ
る
。

 

     ◎
達
成

 

小
6
:
9
7
.2

%
・
中

3
:9
3
.8

%
・
高

8
9
.
8
% 

 ※
教

育
課

程
を
通

じ
て
家

庭
・

地
域

と
と

も

に
「
社

会
に
開
か

れ
た
教

育
課

程
」
の
も

と
、
学

校
と
家
庭

・
地
域

と
の

連
携
・
協

働
が
進

ん
だ
。

 

 ※
高
等
学

校
と
市

町
村
や

産
業

界
、

高
等

教

育
機
関

等
と
の
協

働
を
促

進
し

た
こ
と
に

よ
り
指

標
値
を
超

え
た
。

 

            

            ⑥
 

（
１
）

 

・
引
き

続
き
、

小
中

学
校

各
教

科
等

担
当

指
導
主

事
連
絡
協

議
会
及

び
各
教

育
課

程
研

究
協

議
会

に
お
い
て

、
学
校

と
家
庭

・
地

域
と

の
連

携
・

協
働
の
活

性
化
に

つ
い
て

協
議

及
び

実
践

の
共

有
を
実
施

 

        （
２
）

 

・
市

町
村

や
産

業
界

、
高

等
教

育
機

関
等

と
の
更

な
る
連
携

の
強
化

、
テ
ー

マ
設

定
や
課

題
研
究

の
進
め
方

に
係
る

教
員
の

指
導

力
向
上
に

取
り

組
む
。
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目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

        ア ク シ ョ ン １
 

           

⑦
将

来
の

夢
や

目
標

を
持

っ
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合
（

文
部

科
学

省
「

全
国

学

力
・
学

習
状
況

調
査
」
）

 

小
6
:
8
3
.0

%
・

中
3
:6
8
.
9
% 

 

【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

小
６
：

8
1
.
8
%
・
中
３

：
6
8
.
4
% 

（
R
6
.
4
）
 

  ⑧
職

場
見

学
・

職
場

体
験

等
を

行
っ

て
い

る
小
中

高
等
学

校
の
割
合

 

（
県
高
校

教
育
課

調
べ
）

 

小
：
9
2
%
・
中

：
9
8
%
・

高
：
1
0
0
%
 

 【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

小
：
9
0
.
1%
・
中
：
9
7
.9

%・
高
：
9
8
.1

% 

（
R
5
）

 

     ⑨
全
国
学

力
・
学

習
状
況

調
査

に
お
け
る

正
答
率

が
全
国

平
均
以
上

の
科

目
数
 

 
 

※
R
8
 
国

、
算

・
数
、

英
（

中
の

み
）

 

（
文
部
科

学
省
「
全
国

学
力
・
学

習
状
況
調

査
」）

 

５
科
目

中
４
科

目
 

 【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

４
科
目

中
０
科

目
 

（
R
6
.
4
）
 

 

⑦
・
⑧

 

（
１

）
キ

ャ
リ
ア

教
育
推

進
事

業
 

＜
小
中

学
校
＞

 

・「
キ

ャ
リ
ア

・
パ
ス

ポ
ー
ト

」
の
活

用
に
よ

り
、
児

童
生
徒
が

小
中
高

等
学
校

を
通

し
、

自
ら

の
学
び

の
プ
ロ
セ

ス
を
記

述
に
よ

る
振

り
返

り
を

行
う
と

と
も
に
、

将
来
の

生
き
方

の
見

通
し

を
立

て
る
な

ど
の
キ
ャ

リ
ア
教

育
を
推

進
 

・
地

域
や

企
業
等

と
連
携

し
た

職
場
見

学
や
体

験
、

講
演
会
等

の
実
施

促
進
に

向
け

、
各

種
会

議
に
お

い
て
取
組

事
例
を

周
知

 

（
小

1
9
2
校

、
中

9
3
校
で
実

施
）

 

 

＜
高
等

学
校
＞

 

・
地

域
企

業
へ
の

イ
ン
タ

ー
ン

シ
ッ
プ

や
看
護

体

験
、
地
元

企
業
へ

の
見
学

等
を

行
い

、
地

域
産
業

や
職
業
へ

の
理
解

を
深
め

る
と

と
も

に
、

将
来
の

進
路
選
択

に
つ
な

げ
る
取

組
み

を
実
施

 

○
概
ね
達

成
 

小
6
:
8
1
.
6
%
・

中
3
:7
0
.
3
%
(R
8
.
4
) 

(
小

6
:
8
2.
6
%
・

中
3:
7
1
.
0
%(
R
7
.
4
))
 

 ※
昨
年
度

よ
り
、

小
中
学

校
と

も
に

減
少

し

た
。

 

    ×
未
達
成

 

小
:
8
6
.
9
%
・
中

:
9
7
.9

% 

高
:
9
8
.
0%
（
実

施
5
0
校
/
全
体

5
1
校

）
 

(
R
7
) 

(
小

:
9
1
.8
%
・
中
:
9
7
.
9
%
・

高
:
9
8
.
1%

(
R6
)
) 

※
（

小
中

）
昨
年

度
と
比

べ
、

小
学
校
は

減

少
し
、

中
学
校

は
横
ば

い
。

 

※
（
高
）

全
体
の

学
校
数

の
減

少
に

伴
い

割

合
は
、

7
教
振

前
期
計

画
策
定

時
よ
り

低

下
し
た

。
 

  ×
未

達
成

 

５
科
目

中
０
科
目

(
R
8
.
4
) 

(
６

科
目

中
２

科
目
(
R
7
.
4
)
) 

 

※
小
中
学

校
と
も

全
教
科

で
全

国
平

均
を

下

回
っ
た

。
 

    

⑦
・
⑧

 

（
１
）

 

・「
キ

ャ
リ
ア

・
パ
ス

ポ
ー
ト

」
の
活
用

に
よ

り
、
児
童

生
徒
が

小
中
高

等
学

校
を

通
し

、
自

ら
の
学
び

の
プ
ロ

セ
ス
を

記
述

に
よ

る
振

り
返

り
を
行
う

と
と
も

に
、
将

来
の

生
き

方
の

見
通

し
を
立
て

る
な
ど

の
キ
ャ

リ
ア

教
育

を
推

進
 

・
地

域
や

企
業

等
と
連

携
し
た

職
場
見

学
や
体

験
、
講
演

会
等
の

実
施
促

進
に

向
け

、
各

種
会

議
に
お
い

て
取
組

事
例
を

周
知

 

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
推
進

事
業
や

、
就
職

指
導
連
絡

会
議
を
通

し
て
、

全
て
の

高
校

が
職
場
見

学
・

職
場
体
験

等
を
実

施
す
る

よ
う

指
導
を
継

続
 

          ⑨
 

（
１
）

 

・
教
員

の
指
導

力
向
上

の
た
め

、
体
制

の
充
実
や

、

全
県
指
導

主
事
等

研
究
協

議
会

等
の

開
催

、
教

 

育
事
務
所

に
よ
る

学
校
へ

の
現

地
指

導
及

び
各

種
研
修
会

の
実
施

や
、
授

業
づ

く
り

の
手

引
き

書
と
し
て

作
成
し

た
「
山

形
県

授
業

ス
タ

ン
ダ

ー
ド
」
の

教
員
等

へ
の
配

布
の

ほ
か

、
学

力
上

位
県
へ
の

教
員
の

長
期
派

遣
の

実
施

や
長

期
研

修
の
充
実

に
取
り

組
む

。
 

・
Ｃ

Ｂ
Ｔ

化
さ

れ
た
、

算
数
・

数
学
、

英
語
の

 

県
独
自
問

題
を
学

期
末
に

各
学

校
で

実
施

し
、
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目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

学
力
定
着

度
に
基

づ
く
授

業
改

善
に

取
り

組
 

む
と
と
も

に
、
Ｃ

Ｂ
Ｔ
デ

ー
タ

の
活

用
に

よ
 

る
指
導
力

向
上
を

図
る
。

 

・
授

業
と

連
動

し
た

家
庭

学
習

の
充

実
を

図
る

た

め
「

山
形
県

版
家
庭

学
習
の

手
引
き
」
を

全
教
員

に
対
し
配

布
 

（
２
）

 

・
算

数
・

数
学

の
教
科

指
導
に

優
れ
た

教
員
を

 

マ
イ
ス
タ

ー
に
任

命
す
る

教
科

担
任
マ
イ

ス
タ

 

ー
制
度
（

小
2
4
校
、
中

８
校

）
を
実
施

し
、

 

教
科
担
任

マ
イ
ス

タ
ー
に

よ
る

近
隣
校
へ

の
 

授
業
相
談

や
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の

効
果

的
な
活
用

方
法

 

等
も
含
め

た
授
業

の
公
開

や
取

組
状
況
、

授
業

 

動
画
等
を

ポ
ー
タ

ル
サ
イ

ト
で

全
県

へ
発

信
・

周
知
を

実
施

 

・
学

級
編

制
に
よ
り

多
人
数

単
学
級
（

3
4
～

4
0
人

）

と
な
る
学

校
（
2
4
校
）
に

対
し

、
児
童
生

徒
一
人

ひ
と

り
へ

の
き

め
細

か
な

指
導

を
行

う
た

め
、

学
習

指
導

員
を

配
置

し
、

教
員

の
支

援
体

制
を

確
保

 

【
再
掲

】
 

  ア
ク
シ
ョ
ン
 ２

 
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
力
を
育
む
 
 

時
代
の

変
化
を

敏
感
に

と
ら
え

、
自
由

な
発
想
で

果
敢
に

挑
戦

し
、
失
敗

し
て
も

諦
め
ず

に
創

意
工

夫
す

る
 

 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

ア ク シ ョ ン
 

２
 

  

⑩
「
自
分

と
違
う

意
見
に

つ
い

て
考

え
る

の
は
楽

し
い
」

と
思
う

児
童
生

徒
の
割

合
（
文

部
科
学

省
「
全

国
学
力

・
学
習

状
況
調

査
」）

 

小
6
:
7
7
.0
%
・

中
3
:
7
9
.0
% 

【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

小
６
：

7
4
.
9
%
・
中
３

：
7
8
.
0
% 

（
R
6
.
4
）
 

⑩
～

⑫
 

（
１

）
社

会
を
生

き
ぬ
く

確
か

な
学

力
育

成
事
業

 

・
各
教

育
事
務

所
が
管

内
の

小
中
学

校
を

訪
問
し
、
各

市
町
村
教

育
委
員

会
と
連

携
し

て
、
全

国
学
力
・
学

習
状
況
調

査
の
結

果
を
踏

ま
え

た
指

導
・
助

言
の

実

施
 

・
小
中

学
校
の

管
理
職

、
教

諭
（
研

究
主

任
）、

市
町

村

教
育
委
員

会
を
対

象
に
、
教

科
学
習

指
導

力
向
上

に

◎
達
成

 

小
6
:
7
7
.7
%
・

中
3
:8
0
.1
%
(R

8.
4
) 

(
小

6
:
7
9.
0
%
・

中
3:
8
0
.
7
%(
R
7
.
4
))
 

 ※
昨
年
度

よ
り
、

小
中
学

校
と

も
に

減
少

し
た
。

 

  

⑩
～
⑫

 

（
１
）

 

・
教
員

の
指
導

力
向
上

の
た
め

、
体
制

の
充
実
や

、

全
県
指
導

主
事
等

研
究
協

議
会

等
の

開
催

、
教

 

育
事
務
所

に
よ
る

学
校
へ

の
現

地
指

導
及

び
各

種
研
修
会

の
実
施

や
、
授

業
づ

く
り

の
手

引
き

書
と
し
て

作
成
し

た
「
山

形
県

授
業

ス
タ

ン
ダ

ー
ド
」
の

教
員
等

へ
の
配

布
の

ほ
か

、
学

力
上
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目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

         ア ク シ ョ ン ２
 

 

⑪
「
話
し

合
う
活

動
を
通

じ
て

、
自

分
の

考
え
を

深
め
た

り
、
新

た
な
考

え
方
に

気
づ
い

た
り
す

る
こ
と

が
で
き

て
い

る
」
と

思
う
児

童
生
徒

の
割
合

（
文

部

科
学
省

「
全
国

学
力
・

学
習
状

況
調

査
」）

 

小
6
:
8
7
.1
%
・

中
3
:
8
8
.9
% 

 【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

小
６
：

8
6
.
6
%
・
中
３

：
8
8
.
4
% 

（
R
6
.
4
）
 

  ⑫
「
授
業

で
学
ん

だ
こ
と

を
、

次
の

学
習

や
実
生

活
に
結

び
つ
け

て
考
え

た
り
生

か
し
た

り
し
て

い
る
」

と
思
う

児
童
生

徒
の
割

合
（

文
部

科
学
省

「
全

国
学

力
・
学

習
状
況

調
査
」
）

 

小
6
:
8
6
.1
%
・

中
3
:8

1
.5
% 

 【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

小
６
：

8
5
.
6
%
・
中
３

：
8
1
.
0
% 

（
R
6
.
4
）
 

  ⑬
C
E
F
R
 A
1
レ
ベ

ル
相

当
以
上

の
英
語
力

を
取
得

ま
た
は

有
す
る

と
思
わ

れ
る
中

学
生
及

び
C
E
F
R
 
A
2
レ
ベ
ル

相
当
以

上

の
英
語

力
を
取

得
ま
た

は
有
す

る
と
思

わ
れ
る

高
校
生

の
割
合

（
文

部
科
学
省

「
英
語

教
育
実

施
状
況

調
査
」
）

 

中
5
1
%
・
高

5
6
% 

   

向
け

た
全

県
学

力
向

上
オ

ン
ラ

イ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム

を
年
４
回

実
施

 

・
学
力

上
位
県

に
教
員

を
派
遣

し
、
そ
の
成

果
を
全

て

の
学

校
を

対
象

と
し

た
全

県
学

力
向

上
オ

ン
ラ

イ

ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
等

に
お

い
て

発
信

す
る

こ
と

に

よ
り
、
各

学
校
に

お
け
る

学
力

向
上

に
向

け
た
取

組

み
の
充
実

を
推
進

 

・
実
践

的
指
導

力
の
向

上
を

目
的
と

し
た

協
議
、
講

師

に
よ
る
指

導
助
言

等
を
通

し
て

、
学

習
指

導
要
領

等

の
趣
旨
を

理
解
し

、
個

別
最
適

学
び
・
協

働
的
な

学

び
に
よ
る

主
体
的
・
対
話

的
で

深
い

学
び

の
授
業

実

践
の
推
進

を
図
る

地
区
別

研
修

会
の

開
催

 

・
全
国

学
力
・
学

習
状

況
調
査

結
果
を

踏
ま
え

た
ア
ク

シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を

作
成
し

、
目

指
す

資
質

能
力
の

育

成
に
向
け

た
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ

イ
ク

ル
の

構
築

を
推
進

 

・
全

国
学

力
・
学

習
状
況

調
査

等
の
結

果
を
踏

ま

え
、
全
市

町
村
に

個
別
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し
、

次
年
度
以

降
の
施

策
へ
反

映
 

・
全

国
学

力
・
学

習
状
況

調
査

等
の
分

析
を
も

と
に

作
成
し
た

評
価
問

題
シ
ー

ト
等

を
Ｃ
Ｂ

Ｔ
化
し

、

各
学
校
へ

配
信

 

【
再

掲
】

 

   ⑬
 

（
１

）
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

に
向

け
た

英
語

教
育

 

推
進
事

業
 

＜
小
中
学

校
＞

 

・
英

語
教

育
実
践

推
進
校

（
小

中
各
５
校

）
に
よ

る

実
践
研
究

や
授
業

公
開
の

実
施

 

（
授
業

公
開

 
４

地
区
で

計
４

回
）

 

・
公

開
授

業
研
究

会
の
開

催
や

英
語
教

育
実
践

推
進

校
の
実
践

研
究
等

の
成
果

の
普

及
の

た
め

、
指
導

実
践
の
ク

ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ

ス
等

を
活

用
し

た
発

×
未
達
成

 

小
6
:
8
6
.4
%
・

中
3
:8
8
.0
%
(R

8.
4
) 

(
小

6
:
8
6
.
3
%
・

中
3:
8
6
.
0
%(
R7

.
4
))
 

 ※
昨
年
度

よ
り
、

小
学
校

は
同

程
度

、
中

学
校
は

増
加

し
た

。
 

      

 ×
未
達
成

 

小
6
:
8
2
.9
%
・

中
3
:7
9
.4
%
(R

8.
4
) 

(
小

6
:
8
5.
5
%
・

中
3:
7
5
.
9
%(
R
7
.
4
))
 

 ※
昨
年
度

よ
り
、

小
学
校

は
減

少
、

中
学

校
は
増

加
し
た

。
 

      ×
未
達
成

 

中
学

校
 

4
7
.
2
%
 

高
校

 
 

5
3
.
8
%
(
R
7
) 

(
中

学
校

 
4
6
.
6
%
 

高
校
 

 
5
1
.
1
%
(
R
6)
)
 

 ※
７
教

振
前
期

計
画
策

定
時
よ

り
、
中

学

校
で

2
ポ

イ
ン
ト

、
高
校

で
1
.
3
ポ
イ

ン
ト

減
少

し
た
。

 

 

位
県
へ
の

教
員
の

長
期
派

遣
の

実
施

や
長

期
研

修
の
充
実

に
取
り

組
む

。
 

・
Ｃ

Ｂ
Ｔ

化
さ

れ
た
、

算
数
・

数
学
、

英
語
の
県

 

独
自
問
題

を
学
期

末
に
各

学
校

で
実

施
し

、
学

 

力
定
着
度

に
基
づ

く
授
業

改
善

に
取

り
組

む
と

 

と
も
に
、

Ｃ
Ｂ
Ｔ

デ
ー
タ

の
活

用
に

よ
る

指
導

 

力
向
上
を

図
る
。

 

・
授
業

と
連
動

し
た
家

庭
学
習

の
充
実

を
図
る

 

た
め
「
山

形
県
版

家
庭
学

習
の

手
引

き
」

を
全

 

教
員
に
対

し
配
布

 

【
再
掲

】
 

              ⑬
 

（
１
）

 

＜
小
中
学

校
＞

 

・
英

語
発

信
力

向
上
の

取
組
み

と
し
て

、
「

実
践

推
進
校

」（
小

中
各
５

校
）
に

お
い
て
、

年
３

回
の
教
育

協
議
会

の
開
催

や
、

外
部
講
師

を
招

聘
し
た
研

修
を
実

施
す
る

と
と

も
に
、
市

町
村

教
育
委
員

会
へ
の

訪
問
に

よ
る

指
導

・
助

言
を

充
実
さ
せ

る
 

・
実
践

事
例
の

発
信
や

、
外
国

語
教
育

通
信
等
の
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-
 
1
0 
-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

 

【
７
教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

中
：
4
9
.
2
%
・

高
：
5
5
.
1%
 

（
R
5
）
 

                               

信
・
共
有

（
発

信
数
 

延
べ
９

回
）

 

・
有

識
者

に
よ
る

オ
ン
ラ

イ
ン

英
語
教

育
研
修

会
の

実
施
（
小

中
各

１
回
、

年
２
回

）
 

     

＜
高
等

学
校
＞

 

・
中

高
教

員
相
互

派
遣
研

修
や

英
語
教

員
指
導

力
向

上
事
業
等

に
よ
る

教
員
の

指
導

力
向

上
及

び
生
徒

の
発
信
力

の
育
成

 

・「
英

語
教
員

指
導
力

向
上
事

業
」
、「

オ
ン
ラ

イ
ン
活

用
に
よ
る

指
導
力

向
上
研

修
」
、
「
Ａ

Ｉ
の

活
用
に

よ
る
英
語

教
育
強

化
事
業

」
と

い
っ

た
事

業
に
お

い
て
、
外

部
指
導

員
（
大

学
教

授
等

）
を

活
用
し

た
校
内
研

修
及
び

公
開
授

業
に

よ
る

学
習

指
導
法

の
改
善

 

     

 

・
英
語
デ

ィ
ベ
ー

ト
指
導

者
研

修
会

や
、

県
高
校

生

英
語
デ

ィ
ベ
ー

ト
大
会

、
チ
ャ

レ
ン
ジ
セ

ミ
ナ
ー

を
通
し

た
発
信

力
の
育

成
及
び

国
際
的
な

視
野
を

広
げ
る

学
習
等

の
促
進

 

    ・
中
高
教

員
相
互

派
遣
研

修
に

よ
る

公
開

授
業
や

研

究
協
議

会
を
通

し
た
中

学
校
・

高
等
学
校

の
円
滑

な
接
続

を
重
視

し
た
学

習
指
導

法
の
改
善

 

                                   

 
配

布
に

よ
り

取
組
の

共
有
を

図
る

。
 

・
多

様
な
文

化
等
に

対
す
る

理
解
を
深

め
る
た

め
、

引
き

続
き

、
英

語
デ

ィ
ベ

ー
ト

大
会

や
英

語
デ

ィ
ベ

ー
ト

チ
ャ

レ
ン

ジ
セ

ミ
ナ

ー
を

展
開

し
て

い
く
。

 

・
英

語
教

育
に

係
る

小
中

高
の

校
種

間
の

円
滑

な

接
続
に
向

け
た
教

員
研
修

を
充

実
し

て
い

く
。

 

 

＜
高
等

学
校
＞

 

・
各
事

業
の
継

続
に
よ

る
英
語

教
員
の

指
導
力
向

上
を

図
る

。
 

・
研
修

協
力
校

等
に
お

け
る
先

進
事
例

の
県
内
へ

の
普
及

 

                      

 
 

英
語
教

員
指
導

力
向
上

事
業
：

２
校
（

山
形

南
、
酒

田
西
）

で
年
４

回
ず
つ

実
施
、

オ
ン
ラ

イ
ン
活

用
に
よ

る
指
導

力
向
上

研
修
：

６
名
参

加
、
Ａ

Ｉ
の
活

用
に
よ

る
英
語

教
育
強

化
事

業
：
３

校
（
東

桜
学
館

、
南
陽

、
致
道

館
）
で

年
３
回

ず
つ
実

施
 

英
語
デ
ィ

ベ
ー
ト

指
導
者

研
修

会
：

1
3
名
参

加
、
県
高

校
生
英

語
デ
ィ

ベ
ー

ト
大

会
：

７

校
参
加
、

チ
ャ
レ

ン
ジ
セ

ミ
ナ

ー
：

1
0
校
参

加
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-
 
1
1 
-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

⑭
大
学
や

企
業
等

と
連
携

し
た

起
業

家
教

育
の
取

組
み
に

参
加
し

た
高
校

生
の
数

（
累
積

）
 

（
県
高
校

教
育
課

調
べ

）
 

 
4
0
人
 

  
※
R
7
新

規
調
査

 

 

⑭
 （
１
）

や
ま
が

た
グ
ロ

ー
カ
ル

・
イ
ノ

ベ
ー
タ
ー

 

育
成
事

業
 

・「
や

ま
が
た

イ
ノ
ベ

ー
テ
ィ

ブ
マ
イ
ン

ド
ス
ク

ー

ル
」
を
山

形
大
学

と
連
携

し
て

実
施

 

・
多
様

な
分
野

の
専
門

家
と
の

対
話
や

実
践
的
な

ワ

ー
ク
を
通

じ
て
、

新
た
な

価
値

を
生

み
出

す
思
考

力
と
行
動

力
を
養

い
、
地

域
に

根
ざ

し
な

が
ら
世

界
と
つ
な

が
る
人

材
を
育

成
 

×
未

達
成

 

2
0
人
 

 ※
令

和
７

年
度
は

初
年
度

で
あ

り
、
事
業

の

趣
旨
等
が

十
分
に

浸
透
し

な
か

っ
た

可
能

性

が
あ
り
、

募
集
定

員
4
0
人
に
対

し
、
参

加

者
は

1
1
校

2
0
人

に
と
ど

ま
っ

た
。

 

 

⑭
 

（
１
）

 

・
募

集
時

期
を

昨
年
度

よ
り
早

め
る
な

ど
学
校
へ

の
周
知
徹

底
 

 

     

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

   ア ク シ ョ ン ３
 

 
 

⑮
「

自
分

に
は
よ

い
と
こ

ろ
が

あ
る

」
と

思
う
児

童
生
徒
の

割
合

 

（
文
部

科
学
省
「
全

国
学
力
・
学

習
状

況
調
査

」）
 

小
6
:
8
4
.5
%
・

中
3
:8
4
.9
% 

 【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

小
６
：

8
4
.
0
%
・

中
３

：
8
4
.
4
%
 

（
R
6
.
4
）
 

    ⑯
「

友
達

関
係
に

満
足
し

て
い

る
」

と
思

う
児
童

生
徒
の
割

合
 

（
文

部
科

学
省
「

全
国
学

力
・

学
習

状
況

調
査
」
）

 

小
6
:
9
2
.8
%
・

中
3
:9
1
.2
% 

  

⑮
～
⑰

 

（
１
）

道
徳
教

育
・
人

権
教
育

の
充
実

 

・「
他

者
と
の

か
か
わ

り
に
関

す
る
こ
と

」
や
「

生

命
尊

重
」

等
を
重

点
と
し

た
授

業
を
さ

ら
に
充

実

さ
せ

る
た

め
、
道

徳
教
育

パ
ワ

ー
ア
ッ

プ
研
修

会

の
開

催
 

・「
道

徳
及
び

人
権

教
育
推
進

協
議
会

」
に
お

い

て
、

道
徳

・
人
権

教
育
の

研
究

指
定
校

を
指
定

、

学
識

経
験

者
の
助

言
の
下

、
実

践
内
容

・
成
果

等

を
検

証
し

、
県
内

全
小
中

学
校

へ
普
及

 

   （
２
）

チ
ー
ム

学
校
に

よ
る
相

談
体
制

の
充
実
強

化
 

・
専
門

知
識
を

も
っ
た

ス
ク
ー

ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー

 

（
Ｓ
Ｃ

）
を
学

校
に
配
置

 

 
＜

中
学
校

＞
 

9
5
校
に
Ｓ

Ｃ
を

9
4
名

配
置
す

る
と
と

も
に
、
学

 

区
の
小
学

校
か
ら

の
要
請

に
応

じ
て

派
遣

 

 

○
概
ね
達

成
 

小
6
:
8
5
.
9
%
・

中
3
:8
4
.
2
%
(R
8
.
4
) 

(
小

6
:
8
7.
9
%
・

中
3:
8
7.
8
%(
R
7
.
4
))
 

 

※
昨
年
度

よ
り
、

小
中
学

校
と

も
に

減
少

し
た
。

 

       ○
概
ね
達

成
 
 
 

小
6
:
9
1
.
8
%
・

中
3
:9
2
.3
%
(R
8
.
4
) 

(
小

6
:
9
1
.
9
%
・

中
3:
9
2
.
5
%(
R7

.
4
))
 

 ※
小
中
学

校
と
も

に
、
昨

年
度

と
同

程
度

で
あ
っ

た
。

 

 

⑮
～
⑰

 

（
１
）

 

・
引
き

続
き
、

道
徳
・
人

権
教

育
研
究
指

定
校
の

成
果
等
を

「
道
徳

及
び
人

権
教

育
推

進
協

議

会
」
で
共

有
、
県

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

掲
載

し
、

優
れ
た
実

践
事
例

を
全
県

へ
展

開
 

       （
２
）

 

・
い
じ

め
問
題

対
策
連
絡

協
議

会
等
に
お

い
て
、

最
新

の
研

究
や
動

向
、

全
国
の

先
進
的

な
取
組

み
を

共
有

、
ス
ク

ー
ル

カ
ウ
ン

セ
ラ
ー

等
外
部

専
門

家
の

配
置
や

い
じ

め
解
決

支
援
チ

ー
ム
に

よ
る

支
援

の
継
続

 
 

 
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 ３

 
互
い
を
尊
重
し
前
向
き
に
生
き
る
心
と
体
を
育
む
 
 

豊
か

な
心

、
健
や

か
な
体

を
育

み
、
互

い
を
尊

重
し
、

社
会
の

一
員
と

し
て
自
分

の
意
志

を
持

ち
前
向
き

に
行
動

す
る
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1
2 
-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

【
７

教
振

前
期

計
画
策

定
時
】

 

小
６
：

9
2
.
3
%
・

中
３

：
9
0
.
7
%
 

（
R
6
.
4
）
 

  ⑰
い

じ
め

の
認
知

件
数
に

占
め

る
、

い
じ

め
が
解

消
し
て
い

る
も
の

の
割

合

（
小
・

中
・
高
・

特
支
）

 

（
県

独
自

調
査
「

い
じ
め

に
関

す
る

定
期

調
査
」
）

 

1
0
0
% 

  【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

9
9
.
5%
 

（
R
4
認
知
分

R
6
.
3
.
3
1
時
点

）
 

                   

 
＜
高

等
学
校

＞
 

全
県

立
高

等
学
校

に
Ｓ
Ｃ

を
配

置
 

・
校

内
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
た

小
学

校
へ

の
学

習
指

導
員
の

配
置

 

 
（
小

学
校

3
5
校

に
配
置

）
 

・
家
庭

環
境
等

の
問
題

に
関
し

て
学
校

・
家
庭
・

福

祉
機

関
等

と
の
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー

ト
を
行

う
ス
ク

ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー
カ
ー

（
Ｓ

Ｓ
Ｗ
）

を
配
置

 

各
教

育
事

務
所
、

1
7
市
町

、
1
3
小

学
校
、

４
高

 

等
学

校
（

各
地
区

１
校

）
に
配

置
し
、

拠
点
校

 

を
除

く
各

地
区
内

の
高

校
に

6
3
回

派
遣

 

・
全
学

校
で
の

い
じ
め

ア
ン
ケ

ー
ト
（

年
２
回

）
、

随
時

面
談

、
保
護

者
ア
ン

ケ
ー

ト
（
年

２
回
）
、

児
童

生
徒

・
保
護

者
向
け

リ
ー

フ
レ
ッ

ト
送
付

に

よ
る

い
じ

め
・
不

登
校
の

未
然

防
止
・

早
期
発

見
 

・
い
じ

め
問
題

対
策
連

絡
協
議

会
（

５
月

）
※

１
、

い
じ

め
問

題
審
議

会
（
1
1
月
）

※
２
に
お

け
る

協

議
・

検
討

を
踏
ま

え
た
、

い
じ

め
の
未

然
防
止

、

重
大

事
案

へ
の
対

応
力
の

向
上

（
各

１
回

）
 

※
１
 
県

、
県
教

育
委
員

会
及

び
関

係
機

関
に

よ
り

構
成

 

※
２
 
い

じ
め
の

防
止
等

の
対

策
を

実
効

的
に

行
う

た
め

県
教
育

委
員
会

が
設

置
 

・
い
じ

め
解
決

支
援
チ

ー
ム

※
の

学
校

訪
問
等
に

よ

る
、

い
じ

め
防
止

対
策
へ

の
助

言
や
い

じ
め
疑

い

事
案

へ
の

対
応
を

通
し
た

各
学

校
へ
の

支
援

 

（
予

防
講

話
等
延

べ
1
8
0
回

）
 

※
 
各
教

育
事
務

所
配
置

の
エ

リ
ア

Ｓ
Ｓ

Ｗ
、

青
少
年

指
導
担

当
、
生

徒
指
導

担
当
指
導

主

事
等
に

よ
る
組

織
 

・
運
動

部
活
動

に
お
け

る
い
じ

め
・
体

罰
の
根
絶

に

向
け

た
運

営
統
括

責
任
者

研
修

会
を
通

し
た
指

導

者
の

意
識

改
革
の

推
進

 

（
オ
ン

ラ
イ
ン

研
修
１

回
、
中

・
高

1
4
1
名

参
加
）

 

・
各
教

育
事
務

所
に
お

け
る
教

員
研
修

会
（
年
２

     ○
概
ね
達

成
 

 
9
8
.
7
%
 

R6
 
認

知
分
 
R
8
.3
.3
1
時
点
 

(
9
9
.
3
%
 

R
5
認
知

分
 
R
7
.
3.
31

時
点
)
 

 ※
昨
年
度

よ
り
、

微
減
し

た
。

 

                         

           ・
い
じ

め
に
つ

い
て
の
ア

ン
ケ

ー
ト
を
活

用
し
た

学
校

に
お

け
る
児

童
生

徒
と
の

面
談
等

に
よ

り
、

引
き

続
き
学

校
で

の
早
期

発
見
・

早
期
対

応
を

推
進

 

        ・
い
じ

め
事
案

の
対
応
に

係
る

共
通
認
識

を
形
成

す
る

た
め

、
各
教

育
事

務
所
の

い
じ
め

解
決
支

援
チ

ー
ム

の
効
果

的
な

運
用
事

例
の
周

知
や
研

修
等

を
引

き
続
き

実
施

 

   ・
引
き

続
き
、

い
じ
め
・

体
罰

根
絶
に
向

け
た
研

修
等

の
工

夫
に
よ

り
、

部
活
動

指
導
者

等
の
意

識
改

革
を

推
進
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-
 
1
3 
-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

            ⑱
「

地
域

や
社
会

を
よ
く

す
る

た
め

に
何

か
し
て

み
た
い
」

と
思
う

児
童

生
徒
の

割
合

 

（
文

部
科

学
省
「

全
国
学

力
・

学
習

状
況

調
査
」
）

 

小
6
:
8
5
.9
%
・

中
3
:8
1
.3
% 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

小
６
：

8
5
.
4
%
・

中
３
：

8
0
.
8
% 

（
R
6
.
4
）
 

   ⑲
高

校
３

年
生
ま

で
に
地

域
活

動
・

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動
に

参
加
し

た
経

験
が

あ

る
生
徒
の

割
合

 

 
（

県
生
涯

教
育
・

学
習
振

興
課
調
べ

）
 

 
8
0
% 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

7
8
.
8%
 

 
（
R
5
）
 

  

回
）
、

学
校

等
に
お
け

る
「
居

場
所
づ

く
り
」
「

絆

づ
く

り
」「

の
り
し
ろ

づ
く
り

（
小
中

連
携
）
」

の

取
組

み
の

支
援
に

よ
る
い

じ
め

・
不
登

校
の
未

然

防
止

 

・
2
4
時

間
子

ど
も

Ｓ
Ｏ

Ｓ
ダ
イ

ヤ
ル
の

開
設
や

全

高
等

学
校

で
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等

に
よ

る
相
談

、
い
じ

め

の
未

然
防

止
・
早

期
発
見

 

（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
に

よ
る
相

談
、
い

じ
め
の

未
然
防
止

・

早
期

発
見

の
取
組

み
を
令

和
７

年
７
月
～

９
月
に

全
公

立
高

等
学
校

を
対
象

に
実

施
）

 

  ⑱
、
⑲

 

（
１
）

青
少
年

地
域
活

動
・
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

推

進
事
業

 

・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
等

に
よ
る

県
内
の
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動
状

況
の
発

信
 

・
中
高

生
向
け

の
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
セ
ミ

ナ
ー
の
実

施
 

・「
夏

の
体
験

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

」
事
業
に

お
い
て

、

青
少

年
（

中
高
生

）
が
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
を
始

め
る

契
機

や
手
法

を
学
ぶ

機
会

を
創
出

し
、
主

体

的
な

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

へ
の

参
画
を

促
進

 

（
中

学
生

7
4
8
人

、
高
校

生
1
,
0
0
7
人
参

加
）
 

            

            ×
未
達
成

 

小
6
:
8
0
.9

%
・
中

3
:7
7
.9

%
（
R
8
.
4
）
 

(
小

6
:
8
3
.
3
%
・

中
3:
8
0
.
5
%
（
R
7
.
4
）

) 

 ※
調
査

対
象
の

児
童
生

徒
が
低

学
年
の

時
に
コ
ロ

ナ
禍
で

あ
り
、

地
域

活

動
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

の
経

験
が

少
な
か
っ

た
こ
と

が
要
因

の
一

つ
と

考
え
ら
れ

る
。

 

    ◎
達
成
 

 

9
4
.
6%

（
R
7
）
 

(
7
4
.7

%
(R
6
))
 

 

※
令
和

７
年

度
調

査
で
は

、
設

問
の
対

象
範
囲
を

「
高
校

在
学
中

」
か

ら

「
小
学
校

か
ら
高

校
３
年

生
ま

で
」

に
見
直
し

、
よ
り

広
い
年

代
で

の
経

験
を
把
握

す
る
こ

と
と
し

た
。

 

 

            ⑱
、
⑲

 

（
１
）

 

・
中
高
生

の
持
つ
多

様
な
進

路
希
望

に
対

し
て

、
若

者
の

地
元

定
着

の
観

点
か

ら
も

対
応

で
き

る
よ

う
、

幅
広

い
分

野
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

に
関

す
る

情
報

と
参
加

機
会

を
提
供

 

・「
Ｙ

Ｙ
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
ビ
ュ

ー
ロ
ー

」
の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
の

活
用

等
に

よ
り

、
青

少
年

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
サ

ー
ク

ル
へ

の
加

入
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ミ

ナ
ー

へ
の
参

加
を
促

進
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1
4 
-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

⑳
「

健
康

に
す
ご

す
た
め

に
、

授
業

で
学

習
し
た
こ

と
や
保

健
室
の

先
生

な
ど

か

ら
教
え
ら

れ
た
こ

と
を
、

普
段

の
生

活

に
役
立
て

て
い
る

」
と
思

う
児

童
生

徒

の
割
合

 

（
文

部
科

学
省
「

全
国
学

力
・

学
習

状
況

調
査
」
）

 

小
6
:
8
3
.7
%
・
中

3
:7
9
.6
%
 

 

【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

小
６

：
8
3
.
2
%
・
中

３
：
7
9
.
1
% 

（
R
6
.
4
）
 

                 ㉑
運

動
・

ス
ポ
ー

ツ
が
「

好
き

」
な

児
童

生
徒
の

割
合

 

（
ス

ポ
ー

ツ
庁
「

全
国

体
力
・
運

動
能
力

、

運
動
習

慣
等
調
査

」）
 

小
中
:
8
8
.
7
% 

 

⑳
 

（
１
）

子
ど
も

の
健
康

づ
く
り

連
携
事

業
 

・
関
係
部

局
及
び

医
療
機

関
等

と
連

携
し

、
研

修
会

や
専

門
医

の
派

遣
に

よ
り

各
学

校
の

学
校

保
健

活
動

を
充

実
（

専
門

医
に

よ
る

講
演

や
研

修
会

4
0
校

で
実

施
）

 

・
教
育

課
程

と
が

ん
教

育
の

位
置

づ
け

に
つ

い
て

が

ん
教

育
推

進
協

議
会

で
検

討
し

、
推

進
校

で
の
取

組
み

や
指

導
者

・
外

部
指

導
者

研
修

会
（

２
回
）

の
実

施
に

よ
り

が
ん

教
育

を
推

進
（

中
２

校
、
高

２
校

、
計

４
校
の

推
進
校

実
施

、
合
計

1
3
8
名
の

研
修

会
参

加
）

 

 （
２
）

い
の
ち

輝
く
食

育
推
進

事
業

 

・
栄

養
教

諭
等

を
中

心
に

、
教

科
等

の
授

業
や

給
食

の
時

間
に

お
い

て
食

に
関

す
る

指
導

、
個

別
の

児

童
生

徒
へ

の
相
談

指
導
を

実
施

 
 

・
小

学
校
（
高
学

年
）
、
中

学
校

及
び
高

等
学
校

に
対

す
る

食
や

栄
養

の
専

門
家

の
派

遣
に

よ
る

講
演

会

等
を

通
し

た
児

童
生

徒
の

食
に

よ
る

心
身

の
健

康

づ
く

り
の

推
進
（
小

３
校
、
中

１
校

、
高
１

校
 
計

５
校

）
 

・
プ
ロ

ス
ポ
ー

ツ
チ
ー

ム
と
の

連
携
に

よ
る
「
応

援

給
食

事
業

」
に
お

け
る
選

手
と

児
童
生

徒
と
の

交

流
や

、
栄

養
教
諭

等
が
行

う
児

童
生
徒

の
成
長

に

合
わ

せ
た

栄
養
ク

イ
ズ
等

を
通

し
た
食

に
関
す

る

理
解

や
食

育
の
推

進
（
1
1
校
で

実
施
）

 

  ㉑
 

(
１
)
楽

し
い
体

育
授
業

づ
く
り

講
習
会

 

・
小
学

校
・
中

学
校
の

教
員
を

対
象
に

、
外
部
講

師

を
招
聘

し
て
ア

ク
テ
ィ

ブ
チ
ャ

イ
ル
ド

プ
ロ
グ
ラ

ム

（
Ａ
Ｃ

Ｐ
）
の

講
習
会

を
開
催

（
置
賜

・
庄
内
）

 

・
令
和

７
年
度

体
育
・

保
健
体

育
指
導

力
向
上
研

修

－
調
査
不

能
 

※
（
参
考

値
）

 

小
6
:
7
7
.3

％
※
・

中
3
:
7
0
.2
％

※

（
R
8
.
4
）
 

(
小

6
:
8
1.
3
%
・
中

3:
7
7.
7
%
※
（

R
7
.
4
）
）
 

  
※
抽
出

校
に
よ

る
集
計

値
 

 

 

※
小

・
中

学
校
と

も
ラ
ン

ダ
ム

方
式
で

実
施
し

た
質
問

項
目
で

あ
り
、

７
教

振
前
期

計
画
策

定
時
よ

り
小
学

校
は

5
.
9
ポ

イ
ン
ト

、
中

学
校
は

8
.
9
ポ

イ

ン
ト
下

回
っ
た

。
 

                ×
未
達
成

 

小
中
:
8
8
.
0
%
（

R7
）
 

(
小

中
:
8
8
.
2%
（

R
6
）
)
 

 ※
小
・
中

学
校
男

子
の

9
0
％
以

上
が
「
好

き
」

と
回

答
し
て

い
る
一

方
、

小
・
中

⑳
 

（
１
）

 

・
校
内

で
健
康

課
題
解
決

の
た

め
に
、
本

県
独
自

教
材

の
活

用
を
学

校
保

健
計
画

に
位
置

付
け
、

全
職

員
で

学
校
教

育
活

動
全
体

を
通
し

て
行
う

こ
と

が
で

き
る
よ

う
に

指
導
助

言
【
再

掲
】

 

・
学
校

に
お
け

る
健
康
教

育
の

推
進
に
向

け
た
外

部
講

師
派

遣
体
制

を
整

備
す
る

と
と
も

に
、
効

果
的

な
実

践
事
例

に
つ

い
て
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
に

掲
載

し
、

研
修
会

等
に
お

い
て

も
広

く
周

知
す

る
。

 

  （
２
）

 

・
各
学

校
の
「

食
に
関
す

る
指

導
の
全
体

計
画
」

に
基

づ
き

、
栄
養

教
諭

等
が
中

心
と
な

り
、
学

校
給

食
を

活
用
し

た
食

指
導
の

充
実
を

図
り
、

豊
か

な
心

を
育
む

。
 

・「
食

に
関
す

る
指
導

の
全
体

計
画

」
に

つ
い

て
、

R
7
県

立
高
校

へ
作
成

依
頼

。
R
8
学
校

体

育
保

健
課

へ
提
出

予
定

 

・
栄
養

教
諭
等

に
よ
る
食

や
栄

養
の
専
門

家
の
派

遣
に

よ
る

指
導
・

助
言

の
徹
底
 

      ㉑
 

（
１
）
・
（

２
）

 

・
教
員

の
指
導

力
向
上
を

図
り

、「
運

動
が

好

き
」
な

児
童
生

徒
の
増

加
に
つ

な
が
る

、
学
校
現

場
の
ニ

ー
ズ
に

応
じ
た
指

導
者

研
修
会
の

充
実

 

・
小
学

校
・

中
学

校
の
教

員
を

対
象
に

、
学
習

指

 
 

議4-18



-
 
1
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-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応

・
改
善

点
等
 

  【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

小
中
：

8
8
.
2
%
 

 
（

R
6
）
 

  

（
東
部

ブ
ロ
ッ

ク
）
参

加
者
に

よ
る
小

学
校
体
育

授

業
づ
く

り
研
修

会
を
開

催
（
最

上
・

村
山

）
 

 (
２
)
次

代
を
担

う
子
ど

も
の
元

気
ア
ッ

プ
推
進

事
 

 
 

業
 

・
運
動

に
親
し

む
資
質

や
能
力

の
育
成

に
向
け
た

体

育
授
業

に
お
け

る
指
導

・
実
践

の
工
夫
を

通
し
た

児
童
生

徒
の
体

力
向
上

の
推
進

 

・
体
育

・
保
健

体
育
授

業
の
充

実
の
た

め
、
専
門

的

な
知
識

と
技
能

を
有
す

る
外
部

指
導
者
を

学
校
に

派
遣
（

小
1
5
校
、
中

６
校
、

高
１
校

に
延
べ

2
7

名
派
遣

）
 

・「
武

道
等
指

導
充
実

・
資
質

向
上
支
援

事
業
」

に

よ
る
モ

デ
ル
校

の
選
定

や
外
部

指
導
者
の

派
遣
を

通
し
た

、
様
々

な
プ
ロ

グ
ラ
ム

に
よ
る
運

動
機
会

の
創
出

と
体
力

の
向
上

を
推
進

 

剣
道
、

空
手
道

に
係
る

地
域
指

導
者
を

体
育
授
業

に

派
遣
、

モ
デ
ル

校
は
４

校
 

 

学
校

女
子

の
割
合

が
低
く

、
特

に
中
学

校
女

子
の

割
合
が

8
0
％
を

下
回

っ
て
い

る
こ

と
に

よ
る
も

の
。

 

※
女
子
は

、
男
子

と
比
較

し
て

、
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

に
対
す

る
興
味

関
心

が
低
い

傾
向

が
あ

る
こ
と

が
要
因

に
挙

げ
ら
れ

る
。

 

  

導
要
領

の
趣
旨

を
踏
ま
え

た
楽

し
い
体
育

の
授
業

づ
く
り

の
た
め

の
、
外
部

講
師

に
よ
る
ア

ク
テ
ィ

ブ
チ
ャ

イ
ル
ド

プ
ロ
グ
ラ

ム
（

Ａ
Ｃ
Ｐ
）

の
講

義
・
演

習
を
２

地
区
で
継

続
開

催
 

・
プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を

作
成

し
、
各
校

の
授
業

や
取
組

み
の

好
事

例
を

共
有
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方
針
Ⅱ

 
誰

一
人
取

り
残

さ
れ
ず

、
誰

も
が
続

け
ら

れ
る
学

び
の

機
会
を

充
実

す
る

 
    
 

目
標

指
標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

 ア ク シ ョ ン
 

４
 

   

㉒
「

人
が

困
っ
て

い
る
と

き
は

進
ん

で

助
け
て

い
る
」
と

思
う
児

童
生

徒
の

割
合

 

（
文

部
科

学
省
「

全
国
学

力
・
学

習
状
況

調
査
」
）

 

小
6
:
9
3
.4
%
・

中
3
:
9
1
.5
% 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

小
６

：
9
2
.
9
%
・
中

３
：

9
1
.
0
% 

（
R
6
.
4
）
 

                    

㉒
、

㉕
、

㉗
 

（
１

）
道

徳
教
育

・
人
権

教
育

の
充
実

 

・「
他

者
と
の

か
か
わ

り
に
関

す
る
こ

と
」
や

「
生

命
尊
重
」

等
を
重

点
と
し

た
授

業
を

さ
ら

に
充
実

さ
せ
る
た

め
、
道

徳
教
育

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

研
修
会

の
開
催

 

・「
道

徳
及
び

人
権

教
育
推

進
協
議

会
」

に
お
い

て
、
道
徳

・
人
権

教
育
の

研
究

指
定

校
を

指
定
、

学
識
経
験

者
の
助

言
の
下

、
実

践
内

容
・

成
果
等

を
検
証
し

、
県
内

全
小
中

学
校

へ
普

及
 

【
再

掲
】

 

 （
２

）
チ

ー
ム
学

校
に
よ

る
相

談
体
制

の
充
実

強
化

 

・
不

登
校

児
童
生

徒
を
支

援
す

る
関
係

機
関
に

よ
る

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化

に
よ
る

支
援

（
県

で
自

立
支
援

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
推

進
会
議

を
１

回
開

催
）

 

４
地
区

で
各
２

回
地
区

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会

議
開

催
 

・
不

登
校

児
童
生

徒
の
支

援
体

制
充
実

の
た
め

の
支

援
団
体
向

け
研
修

会
の
実

施
 

（
保

護
者

、
教
員

、
支
援

関
係

者
等

1
3
2
名
参
加

）
 

・「
不

登
校
児

童
生
徒

の
支
援

ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク

」
の

改
訂

 

（
令

和
７

年
３
月

3
1
日
改

訂
）
 

・
各

教
育

事
務
所

に
お
け

る
教

員
研
修

会
（
年

２

回
）、

学
校
等

に
お

け
る
「

居
場
所

づ
く

り
」
「
絆

づ
く
り

」「
の

り
し

ろ
づ
く

り
（
小

中
連

携
）
」
の

取
組
み
の

支
援
に

よ
る
い

じ
め

・
不

登
校

の
未
然

防
止

 

 

○
概
ね
達

成
 

小
6
:
9
3
.2

%
・
中

3
: 
9
1.
8
%(
R8
.
4
)
 

(
小

6
:
9
3.
9
%
・
中

3
:
9
2.
3
%
(
R7
.
4
))
 

  ※
昨
年
度

よ
り
、

小
中
学

校
と

も
に

減
少

し
た
。

 

                       

㉒
、
㉕

、
㉗

 

（
１
）

 

・
引
き

続
き
、

道
徳
・

人
権
教

育
研
究
指

定
校
の

成
果
等

を
「
道

徳
及
び

人
権
教

育
推
進
協

議
会
」

で
共
有

、
県
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
へ

掲
載
し
、

優
れ
た

実
践
事

例
を
全

県
へ
展

開
 

【
再
掲

】
 

     （
２
）

 

・
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
推
進

会
議
を

全
地
区
で

開
催
、

学
校

・
教

育
支
援

セ
ン
タ

ー
、

民
間
団

体
等
と

不
登

校
児

童
生
徒

の
社
会

的
自

立
を
目

指
し
た

顔
の

見
え

る
連
携

を
推
進

 

             

ア
ク
シ
ョ
ン
 ４

 
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
尊
重
し
た
学
び
を
実
現
す
る
 
 

一
人
ひ
と

り
が
違

う
こ
と

を
前

提
に

、
多

様
な
他

者
と
の

交
流

に
よ
る

学
び
あ

い
を
進

め
そ
れ

ぞ
れ
の

可
能
性
を

引
き
出

し
て

い
く
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目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

㉓
特

別
支

援
教
育

に
係
る

校
内

研
修

を

実
施
し

て
い
る
小

中
高
等

学
校

の
割

合
 

 
（

県
特

別
支
援

教
育
課

調
べ

）
 

 
小

:
8
0
%
・
中
:
7
0
%
・
高

:
50
% 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

小
：
7
4
.
7
%・

中
：
5
8
.
3
%・

高
:
4
7
.0

%
 

（
R
5
）
 

    ㉔
児

童
生

徒
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活

用
を

指
導

す

る
こ
と

が
で
き
る

特
別
支

援
学

校
の

教
員
の

割
合

 

（
文

部
科

学
省
「

学
校
に

お
け

る
教

育

の
情

報
化

の
実
態

等
に
関

す
る

調
査

」
）

 

 
8
0
% 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

7
0
.
8%
 

 
（
R
5
）
 

             

㉓
・

㉔
 

（
１

）
特

別
支
援

教
育
推

進
事

業
 

・「
学

び
ラ
ボ

」
(
国
立
特

別
支

援
教

育
総

合
研
究

所

の
研
修
映

像
資
料

)
な

ど
公
的

機
関
が
作

成
し
た

映
像
資
料

等
を
広

く
周
知

、
活

用
を

働
き

か
け
各

校
の
校
内

研
修
を

推
進

 

・
幼

稚
園

・
保
育

所
、
学

校
等

を
巡
回

し
、
特

別
な

支
援
が
必

要
な
幼

児
児
童

生
徒

に
対

す
る

指
導
内

容
・
方
法

に
関
す

る
教
員

等
へ

の
指
導

・
助
言

を

実
施

 

幼
保

2
6
件

、
小

5
3
件
、

中
1
8
件

、
 

高
2
5
件
 

 （
２

）
県

立
特
別

支
援
学

校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
人

材
育
成

支
援

事
業

 

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用
推

進
校
に

お
い

て
、
授

業
場
面

に
お

け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
よ

り
良
い

活
用

方
法

に
つ

い
て
研

究
・
実
践

を
行
い

、
効
果

的
な

活
用

方
法

の
好
事

例
を
収
集

・
発
信

す
る
こ

と
で

、
特

別
支

援
学
校

教
員
の
指

導
力
向

上
を
推

進
 

  （
３

）
共

生
社
会

を
つ
く

る
理

解
推
進

事
業

 

・
特

別
支

援
学
校

と
小
中

高
等

学
校
と

の
学
校

間
交

流
や

居
住

地
校

交
流
、

地
域
交

流
の

促
進

に
向
け

た
実

践
事

例
集

の
作
成

・
配
布

 

・
合

理
的

配
慮
へ

の
理
解

及
び

提
供
促

進
の
た

め
、

「
山
形
県

障
が
い

の
あ
る

人
も

な
い

人
も

共
に
生

き
る
社
会

づ
く
り

条
例
」

の
趣

旨
に
つ

い
て
周

知
 

      

○
概
ね
達

成
 

小
:
7
5
.
6%
・

中
:
6
4
.6

%
・
高

:
54
.
2
%
  

(
R
7
)
 

(
小
:
8
1
.4
%
・

中
:
6
3.

2
%
・
高

:5
5
.
1%

  

(
R
6
)
) 

 ※
昨
年

度
よ
り

、
小
学
校

は
減

少
、

中
学

校
は

増
加

、
高
校

は
増
加

し
た

。
 

     －
調
査
不

能
 

※
令
和
８

年
1
0
月
末
に

調
査

結
果
公
表

予

定
 

(
6
9
.9
%
 
(
R
6)
)
 

                  

㉓
・
㉔

 

（
１
）

 

・
校
内

研
修
で

活
用
で

き
る

オ
ン
デ

マ
ン

ド
コ
ン

テ
ン

ツ
の

作
成
、

周
知

 

・
発
達

障
が
い

に
関
す

る
専
門

性
(
山

形
県
指

標

の
「

特
別

支
援
教

育
力
」

)
指

標
の

活
用

推
進

 

       （
２
）

 

・
教
員

の
更
な

る
資
質

能
力
向

上
の
た
め

、
新
た

な
課

題
等

に
対
応

し
た
り

、
専

門
性
を

高
め
た

り
す

る
た

め
の
研

修
会
等

の
実

施
と
効

果
的
な

方
法

の
工

夫
 

    （
３
）

 

・
発
達

段
階
や

ニ
ー
ズ

を
踏

ま
え
な

が
ら

、
引

き

続
き

、
多

様
な
交

流
手
段

を
活

用
し

た
交

流
実

施
の

拡
大

 

・
特
別

支
援
学

校
側
か

ら
交
流

学
習
に
つ

い
て
の

積
極

的
な

理
解
啓

発
 

・
第
４

次
山
形

県
特
別

支
援
教

育
推
進
プ

ラ
ン
に

よ
る

イ
ン

ク
ル
ー

シ
ブ
教

育
シ

ス
テ
ム

や
共
生

社
会

に
つ

い
て
の

更
な
る

周
知

・
啓
発

に
よ

り
、

特
別

な
教
育

的
支
援

が
必

要
な
児

童
生
徒

へ
の

適
切

な
合
理

的
配
慮

の
提

供
と
評

価
・
改

善
を

促
進

 

 

 
 

 
 

議4-21



-
 
1
8 
-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

㉕
不

登
校

児
童
生

徒
の
う

ち
、

学
校

や

学
校
外

の
機
関
等

と
つ
な

が
り

を
持

っ
て
い

る
児
童
生

徒
の
割

合
 

（「
い

じ
め

に
関
す
る

定
期
調

査
」
）

 

 
9
6
% 

  
※

R
7
新

規
調
査

 

   ㉖
公

立
学

校
に
お

け
る
日

本
語

指
導

が

必
要
な

児
童
生
徒

の
う
ち

、
学

校
に

お
い
て

日
本
語
指

導
等
特

別
な

配
慮

に
基
づ

く
指
導
を

受
け
て

い
る

者
の

割
合

 

（
文

部
科

学
省
「
日
本

語
指
導

が
必
要
な

児
童

生
徒

の
受

入
状

況
等

に
関

す
る

調

査
」
）

 

 
9
1
% 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

8
8
.
9%
 

（
R
5
）

 

   ㉗
「

困
り

ご
と
や

不
安
が

あ
る

時
に

先

生
や
学

校
に
い
る

大
人
に

い
つ

で
も

相
談
で

き
る
」
と

思
う
児

童
生

徒
の

割
合

 

（
文

部
科

学
省
「

全
国
学

力
・

学
習

状

況
調
査

」
）

 

小
6
:
6
9
%
・
中

3:
6
9%
 

【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

小
６
：

6
6
.
7
%
・

中
３

：
6
5
.
7
%
 

（
R
6
.
4
）
 

          ㉖
 

（
１

）
日

本
語
指

導
に
関

す
る

教
員
の

資
質
向

上
 

・
独

立
行

政
法
人

教
職
員

支
援

機
構
の

日
本
語

指
導

に
関
す
る

研
修
を

受
講

し
、
研

修
内
容

を
全
県

に

伝
達
す
る

と
と
も

に
、
日

本
語

指
導

の
基

本
的
な

考
え
方
、

指
導
方

法
、
支

援
体

制
づ

く
り

等
を
共

有
 

 

◎
達
成

 

9
9
.
7
% 

 ※
9
9
%
台

で
、
1
0
0
%
に
近

い
数
値

で
あ

る
。

 

      ×
未
達
成

 

8
7
.
5
%
(
R7
) 

(
8
8
.9
%
(R
5
))
 

 
 

※
日
本
語

指
導
が

必
要
な

児
童

生
徒

が
増

加
傾
向

に
あ
り

、
割
合

が
減
少

し
た

。
 

         ◎
達
成

 

小
6
:
6
9
.6
%
・

中
3
:7

0
.3
%
(
R
8.
4
) 

(
小

6
:
7
1.
9
%
・

中
3:
7
3.
9
%(

R7
.
4
))
 

 ※
昨
年
度

よ
り
、

小
中
学

校
と

も
に

減
少

し
た
。

 

  

          ㉖
 

（
１
）

 

・
市
町

村
へ
の

ヒ
ア
リ

ン
グ
を

通
し
て
現

状
と
課

題
を
把

握
・
整

理
す
る

と
と
も

に
、

国
の

補
助
事

業
を
活

用
す
る

等
し
て

、
日
本

語
指
導
の

体
制
構

築
に
努

め
て
い

く
。
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目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

  ア ク シ ョ ン ５
 

  

㉘
過

去
１

年
間
に

月
１
日

以
上

の
学

習

を
行
っ

た
県
民
の

割
合

 

（
県

政
ア

ン
ケ
ー

ト
調
査

）
 

 
8
0
% 

   
※

R
7
新

規
調
査

 

            ㉙
公

民
館

等
で
開

催
さ
れ

て
い

る
各

種

事
業
・

講
座
等
へ

の
参
加

人
数

 

（
県

生
涯

教
育
・

学
習
振

興
課

調
べ

）
 

4
6
8
,
0
0
0
人
 

 【
７
教

振
前
期
計

画
策
定

時
】

 

 
4
6
7
,
48
9
人
（

R
5
）
 

    

㉘
 

（
１

）
生

涯
学
習

推
進
体

制
の

整
備

 

・
県

及
び

市
町
村

教
育
委

員
会

職
員
を

対
象
と

し
た

成
人
・
高

齢
期
に

お
け
る

学
習

活
動

の
今

後
の
在

り
方
に
つ

い
て
学

ぶ
研
修

会
の

実
施

 

・
県

生
涯

学
習
セ

ン
タ
ー

と
の

共
催
に

よ
り
「

社
会

教
育
関
係

職
員
初

任
者
講

座
」

を
開

催
し

、
社
会

教
育
を
推

進
す
る

た
め
に

必
要

な
基

礎
知

識
を
学

ぶ
機
会
を

提
供
（

9
6
名

参
加
）

 

 （
２

）
県

民
が
集

い
・
学

ぶ
県

立
図
書

館
活
動

整
備

事
業

 

・
県

民
の

知
的
活

動
・
賑

わ
い

の
拠
点

と
な
る

図
書

館
づ
く
り

の
た
め

、
県
立

図
書

館
を

活
用

し
た
講

座
や
企
画

展
示
、

イ
ベ
ン

ト
等

を
実

施
 

企
画
展
示

1
6
5
件
、
イ

ベ
ン
ト

6
1
件

 

延
べ

2
,
2
2
4
人

が
参
加

 

  ㉙
 

（
１

）
生

涯
学
習

推
進
体

制
の

整
備

 

・
県

及
び

市
町
村

教
育
委

員
会

職
員
を

対
象
と

し
た

成
人
・
高

齢
期
に

お
け
る

学
習

活
動

の
今

後
の
在

り
方
に
つ

い
て
学

ぶ
研
修

会
の

実
施

 

・
県

生
涯

学
習
セ

ン
タ
ー

と
の

共
催
に

よ
り
「

社
会

教
育
関
係

職
員
初

任
者
講

座
」

を
開

催
し

、
社
会

教
育
を
推

進
す
る

た
め
に

必
要

な
基

礎
知

識
を
学

ぶ
機
会
を

提
供
（

9
6
名

参
加
）

 

【
再

掲
】

 

 

－
調
査
不

能
 

 

※
目

標
値

の
設
定

に
当
た

っ
て

は
、

国

の
「
生

涯
学
習
に

関
す
る

世
論

調

査
」
の

結
果
を
参

考
と
し

た
が

、
実

施
し
た

ア
ン
ケ
ー

ト
の
設

問
内

容
が

国
の
調

査
と
異
な

っ
て
お

り
、

想
定

し
て
い

た
比
較
・

検
証
が

十
分

に
で

き
な
か

っ
た
。

 

※
令

和
８

年
度
の

ア
ン
ケ

ー
ト

に
お
い

て
、
設

問
内
容

の
見
直

し
を
行

っ
て

い
る
。

 

       ×
未
達
成

 

4
4
1
,9
0
0
人
（

R
7
）
 

(
4
1
9,
5
63

人
(
R
6)
) 

 

※
天

候
（

酷
暑
）

や
ク
マ

出
没

対
策

等

に
よ
る

事
業
の
中

止
や
規

模
縮

小
等

の
影
響

に
よ
る
も

の
。

 

    

㉘
 

（
１
）

 

・
県
で

主
催
す

る
講
習

会
や
研

修
会
に
お

い
て
好

事
例

の
情

報
共
有

を
図
り

、
各

市
町
村

に
お
け

る
学

び
の

機
会
の

確
保
と

効
果

的
な
活

動
を
推

進
 

    （
２
）

 

・
県
立

図
書
館

に
設
置

し
た
「

賑
わ
い
づ

く
り
企

画
・

実
行

委
員
会

」
に
お

い
て

大
学
生

や
地
元

の
商

店
街

関
係
者

等
の
外

部
の

視
点
や

ア
イ
デ

ィ
ア

を
取

り
入
れ

な
が
ら

、
魅

力
度
の

高
い
イ

ベ
ン

ト
や

企
画
展

示
を
通

年
的

に
実
施

し
賑
わ

い
を

創
出

 

  ㉙
 

（
１
）

 

・
県
で

主
催
す

る
講
習

会
や
研

修
会
に
お

い
て
好

事
例

の
情

報
共
有

を
図
り

、
各

市
町
村

に
お
け

る
学

び
の

機
会
の

確
保
と

効
果

的
な
活

動
を
推

進
 

【
再

掲
】

 

    

ア
ク
シ
ョ
ン
 ５

 
生
涯
に
わ
た
り
学
び
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
を
楽
し
む
 
 

人
生

1
0
0
年

時
代
を

見
据

え
、

学
校

だ
け

で
な
く

地
域
や

企
業

、
社
会

全
体
で

、
生
涯

に
わ
た

り
大
人
や

子
ど
も

を
は
じ

め
多

様
な

人
と

共
に
学

び
、
多

様
な

価
値

観
に

出
会

う
こ
と

に
よ
っ

て
、

一
人

ひ
と
り

が
幸
福

や
生
き

が
い
を

感
じ
る
と

と
も
に

、
そ
こ

で
得

た
こ

と
を

社
会
の

中
で
生

か
す

学
び

の
サ

イ
ク
ル

を
実

現
す
る

 

 
 

 
 

議4-23



-
 
2
0 
-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

          ㉚
成

人
の

ス
ポ
ー

ツ
実
施

率
（

週
１

回

程
度
）
（
県
政

ア
ン
ケ

ー
ト
調

査
）

 

 
4
2
% 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

 
4
0
.
0
%
（

R6
）
 

                   

（
２

）
県

民
が
集

い
・
学

ぶ
県

立
図
書

館
活
動

整
備

事
業

 

・
県

民
の

知
的
活

動
・
賑

わ
い

の
拠
点

と
な
る

図
書

館
づ
く
り

の
た
め

、
県
立

図
書

館
を

活
用

し
た
講

座
や
企
画

展
示
、

イ
ベ
ン

ト
等

を
実

施
 

企
画
展
示

1
6
5
件
、
イ

ベ
ン
ト

6
1
件

 

延
べ

2
,
2
2
4
人

が
参
加

 

【
再

掲
】

 

  ㉚
 

（
１

）
広

域
ス
ポ

ー
ツ
セ

ン
タ

ー
運
営

事
業

 

・
山

形
県

ス
ポ
ー

ツ
協
会

と
山

形
県
総

合
型
地

域
ス

ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
協

議
会
と

共
同

で
、

総
合

型
地
域

ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

の
組
織

力
強

化
及

び
人

材
育
成

の
た
め
の

研
修
を

開
催

 
（
指

導
者

ス
キ
ル

ア
ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

1
6
1
名
参
加

）
 

・
総

合
型

地
域
ス

ポ
ー
ツ

ク
ラ

ブ
会
員

増
に
向

け
た

連
携
促
進

の
た
め

、
ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

協
議
会

と
ス
ポ
ー

ツ
少
年

団
と
の

合
同

の
検

討
会

（
企
画

運
営
委
員

会
に
委

員
と
し

て
県

ス
ポ

ー
ツ

協
会
等

1
0
団
体
参

加
）

及
び
研

修
会
（

サ
ミ
ッ

ト
㏌
山

形
6
8
名

参
加
）

を
実

施
 

・
ク

ラ
ブ

ア
ド
バ

イ
ザ
ー

を
配

置
し
、

総
合
型
地

域

ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

の
活
動

に
対

す
る

指
導

や
助
言

を
実
施

 
（
３

名
配

置
、
指

導
・
助

言
延

べ
5
8
回
）

 

・
市

町
村

に
対
し

、
総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク
ラ

ブ

を
地
域
資

源
と
し

て
活
用

し
、

放
課

後
子

ど
も
教

室
や
健
康

づ
く
り

な
ど
の

公
益

的
事

業
の

受
け
皿

と
す
る
よ

う
働
き

か
け
を

実
施

 
（
2
8
市

町
村
、

延
べ

3
3
回

）
 

   

          ×
未
達
成

 

4
0
.
5%
(
R
7
) 

(
4
0
.0
%
(
R
6
))
 

                      

（
２
）

 

・
県
立

図
書
館

に
設
置

し
た
「

賑
わ
い
づ

く
り
企

画
・

実
行

委
員
会

」
に
お

い
て

大
学
生

や
地
元

の
商

店
街

関
係
者

等
の
外

部
の

視
点
や

ア
イ
デ

ィ
ア

を
取

り
入
れ

な
が
ら

、
魅

力
度
の

高
い
イ

ベ
ン

ト
や

企
画
展

示
を
通

年
的

に
実
施

し
賑
わ

い
を

創
出

 

【
再

掲
】

 

  ㉚
 

（
１
）

 

・
総
合

型
地
域

ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ

ブ
に
お
け

る
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修
、

実
技
研

修
等

に
よ
る

生
涯
ス

ポ
ー

ツ
関

係
団
体

の
能
力

向
上

及
び
活

動
の
活

性
化

の
推

進
 

 ・
総
合

型
地
域

ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ

ブ
と
市
町

村
の
連

携
に

よ
る

ク
ラ
ブ

会
員
以

外
を

対
象
と

し
た
事

業
実

施
の

促
進

 

・
人
材

育
成
や

運
営
に

係
る
研

修
会
を
通

し
て
ク

ラ
ブ

の
運

営
基
盤

を
強
化

し
、

経
営
面

や
ス
ポ

ー
ツ

の
指

導
面
に

お
け
る

質
的

向
上
を

推
進

 

・
ク
ラ

ブ
ア
ド

バ
イ
ザ

ー
配
置

事
業
に
よ

り
、
総

合
型

地
域

ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ

ブ
の

活
動
に

対
す
る

指
導

・
助

言
を
引

き
続
き

実
施

す
る
と

と
も

に
、

日
本

ス
ポ
ー

ツ
協
会

に
よ

る
登
録

認
証
に

向
け

た
支

援
を
実

施
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-
 
2
1 
-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

           ㉛
運

動
・

ス
ポ
ー

ツ
が
「

好
き

」
な

児

童
生
徒

の
割
合

 

【
㉑

再
掲

】
 

（
ス

ポ
ー

ツ
庁
「

全
国
体

力
・

運
動

能

力
、
運

動
習
慣
等

調
査

」
）

 

小
中
:
8
8
.
7
% 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

小
中
：

8
8
.
2
%
 

（
R
6
）

 

               

（
２

）
ス

ポ
ー
ツ

県
「
や

ま
が

た
」
推

進
事
業

 

・
県

民
の

ス
ポ
ー

ツ
に
親

し
む

気
運
の

醸
成
等

の
た

め
、「

ス
ポ
ー

ツ
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
祭

」
競
技

会
部
門
、

ふ
れ
あ

い
交
流

会
部

門
に

よ
る

ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者

の
活
動

の
場
の

提
供

と
交

流
機

会
の
充

実
 

（
参

加
者

：
競
技

会
部
門

 
1
,
8
1
8
名
、

ふ
れ
あ

い

交
流
会
部

門
 

1
1
8
名

）
 

   ㉛
 

(
１

)
楽
し
い

体
育

授
業
づ

く
り

講
習
会

 

・
小

学
校

・
中
学

校
の
教

員
を

対
象
に

、
外
部

講
師

を
招
聘

し
て
ア

ク
テ
ィ

ブ
チ
ャ

イ
ル
ド
プ

ロ
グ
ラ

ム
(
Ａ

Ｃ
Ｐ
)
の
講

習
会
を

開
催

（
置
賜

・
庄
内

）
 

・
令

和
７

年
度
体

育
・
保

健
体

育
指
導

力
向
上

研
修

（
東
部

ブ
ロ
ッ

ク
）
参

加
者
に

よ
る
小
学

校
体
育

授
業
づ

く
り
研

修
会
を

開
催
（

最
上

・
村

山
）

 

(
２

)
次
代
を

担
う

子
ど
も

の
元

気
ア
ッ

プ
推
進

事
 
 
 

業
 

 
 

・
運

動
に

親
し
む

資
質
や

能
力

の
育
成

に
向
け

た
体

育
授
業

に
お
け

る
指
導

・
実
践

の
工
夫
を

通
し
た

児
童
生

徒
の
体

力
向
上

の
推
進

 

・
体

育
・

保
健
体

育
授
業

の
充

実
の
た

め
、
専

門
的

な
知
識

と
技
能

を
有
す

る
外
部

指
導
者
を

学
校
に

派
遣
（

小
1
5
校
、
中

６
校
、

高
１
校

に
延
べ

2
7

名
派
遣

）
 

・「
武

道
等
指

導
充
実

・
資
質

向
上
支

援
事
業

」
に

よ
る
モ

デ
ル
校

の
選
定

や
外
部

指
導
者
の

派
遣
を

通
し
た

、
様
々

な
プ
ロ

グ
ラ
ム

に
よ
る
運

動
機
会

の
創
出

と
体
力

の
向
上

を
推
進

 

剣
道

、
空

手
道
に

係
る
地

域
指

導
者
を

体
育
授

業
に

派
遣

、
モ

デ
ル
校

は
４
校
 

【
再

掲
】

 

           ×
未
達
成

 

小
中

:
8
8
.
0
%
（
R7
）

 

(
小
中

:
8
8
.
2%

（
R
6
）

) 

 ※
小
・
中

学
校
男

子
の

9
0
％
以

上
が
「

好

き
」
と
回

答
し
て

い
る
一

方
、

小
・

中

学
校
女
子

の
割
合

が
低
く

、
特

に
中

学

校
女
子
の

割
合
が

8
0
％

を
下
回

っ
て
い

る
こ
と
に

よ
る
も

の
。

 

※
女
子
は

、
男
子

と
比
較

し
て

、
運

動
や

ス
ポ
ー
ツ

に
対
す

る
興
味

関
心

が
低

い

傾
向
が
あ

る
こ
と

が
要
因

に
挙

げ
ら

れ

る
。

 

           

（
２
）

 

・
引

き
続

き
、
県

民
の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

の
向
上

に
向
け
て

、
ス

ポ
ー
ツ

に
親
し

む
気
運
の

更
な

る
醸
成
を

図
る
た

め
、
特

に
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

の
低
い
年

代
や
女

性
だ
け

で
な

く
、

子
ど

も
・

若
者
等
の

参
加
が

増
加
す

る
よ

う
な

魅
力

あ
る

競
技
、
初

心
者
で

も
参
加

し
や

す
い

競
技

を
新

設
す
る
と

と
も
に

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
、

県
公

式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
掲
載

等
に
よ

り
情
報

を
発

信
 

  ㉛
 

（
１
）
・
（

２
）

 

・
教
員

の
指
導

力
向
上

を
図
り

、
「
運

動
が
好

き
」
の
児

童
生
徒

の
増
加

に
つ

な
が

る
、

学
校

現
場
の
ニ

ー
ズ
に

応
じ
た

指
導

者
研

修
会

の
充

実
 

・
小
学

校
・

中
学

校
の
教

員
を

対
象
に

、
学
習

指

導
要
領
の

趣
旨
を

踏
ま
え

た
楽

し
い

体
育

の
授

業
づ
く
り

の
た
め

の
、
外

部
講

師
に

よ
る

ア
ク

テ
ィ
ブ
チ

ャ
イ
ル

ド
プ
ロ

グ
ラ

ム
（

Ａ
Ｃ

Ｐ
）

の
講
義
・

演
習
を

２
地
区

で
継

続
開

催
 

・
プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ー
ム

を
作
成

し
、
各
校

の
授
業

や
取
組
の

好
事
例

を
共
有

 

【
再
掲

】
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-
 
2
2 
-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

㉜
県

立
文

化
施
設

等
の
来

館
者

数
 

（
県

観
光

文
化
ス

ポ
ー
ツ

部
ま

と
め

）
 

 
1
2
8
万
人
 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

1
,
2
79
,
18
0
人

 
（
R
5
）
 

                             

㉜
 

（
１

）
県

立
博
物

館
に
お

け
る

社
会
教

育
機
能

の
充

実
 

・
時

機
や

来
館
者

ニ
ー
ズ

を
捉

え
た
訴

求
力
あ

る
企

画
展
の

開
催
（

プ
ラ
イ

ム
企
画

展
１
回
、

特
別
展

１
回
）
、
縄
文

の
女
神

等
所
蔵

資
料
を
最

大
限
活

用
し
た

イ
ベ
ン

ト
の
実

施
（
解

説
会
７
回

）、
他

の
大
学

等
外
部

機
関
と

連
携
し

た
講
座
の

開
催

（
博
物

館
講
座

６
回
等

）
、
デ

ジ
タ
ル
技

術
を
活

用
し
た

展
示
の

充
実
（

Ｑ
Ｒ
多

言
語
解
説

、
Ａ

Ｒ
、
デ

ジ
タ
ル

展
示
）

等
の
取

組
み
に
よ

り
社
会

教
育
施

設
と
し

て
の
機

能
充
実

を
推
進

 

・
来

館
者

増
に
向

け
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

を
活
用

し
積
極

的
か

つ
継
続

的
な
情

報
発
信

を
実
施

 

（
R
7
年
度

入
館
者

3
9
,
6
6
4
人
）

 

 （
２

）
県

総
合
文

化
芸
術

館
に

よ
る
多

様
な
文

化
芸

術
振
興

 

・
施

設
機

能
を
生

か
し
、

質
の

高
い
舞

台
芸
術

公
演

を
安
定

的
に
実

施
す
る

こ
と
で

、
県
民
に

多
様
か

つ
良
質

な
文
化

芸
術
に

接
す
る

機
会
を
提

供
（

R
7

年
度
大

ホ
ー
ル

稼
働
率

8
0
.
1
%）

 

・
山

形
県

の
魅
力

を
発
信

す
る

施
設
と

し
て
、

次
世

代
へ
の

文
化
の

継
承
や

交
流
人

口
の
拡
大

に
資
す

る
イ
ベ

ン
ト
等

を
積
極

的
に
実

施
し
、
日

常
の
賑

わ
い
を

創
出
（

R
7
年

度
来

館
者

数
8
9
4
,
17
7
人
）
 

 （
３

）
県

民
が

集
い

・
学

ぶ
県

立
図

書
館

活
動

整
備

事
業
【

再
掲
】

 

・
県

民
の

知
的
活

動
・
賑

わ
い

の
拠
点

と
な
る

図
書

館
づ
く
り

の
た
め

、
県
立

図
書

館
を

活
用

し
た
講

座
や
企
画

展
示
、

イ
ベ
ン

ト
等

を
実

施
 

企
画
展
示

1
6
5
件
、
イ

ベ
ン
ト

6
1
件

 

延
べ

2
,
2
2
4
人

が
参
加

 

 

◎
達
成

 

1
,
3
91
,
18

8
人

 
(R
7
）
 

（
1
,
2
8
1,
1
2
2
人

（
R
6
）
）
 

 ※
各
文
化

施
設
が

イ
ベ
ン

ト
や

公
演

・
展

示
会
等
を

計
画
的

に
開
催

し
、

目
標

を

達
成

 

                            

㉜
 

（
１
）

 

・
引
き

続
き
、

地
域
や

外
部
機

関
と
の
連

携
を
深

め
な
が
ら

、
ニ
ー

ズ
や
時

機
を

捉
え

た
企

画
展

の
開
催
、

教
育
普

及
活
動

等
の

実
施

等
に

よ

り
、
社
会

教
育
機

能
の
充

実
に

取
り

組
む

。
 

・
所
蔵

資
料
の

将
来
的

な
デ
ジ

タ
ル
・
ア

ー
カ
イ

ブ
化
に
よ

る
多
様

な
活
用

を
見

据
え

、
複

数
年

を
か
け
抜

本
的
な

資
料
整

理
に

取
り

組
む

。
 

       （
２
）

 

・
様
々

な
コ
ン

テ
ン
ツ

ホ
ル
ダ

ー
と
の
信

頼
関
係

の
構
築
に

よ
り
、

高
水
準

な
公

演
の

実
施

を
継

続
し
、
引

き
続
き

、
県
民

に
良

質
な

文
化

芸
術

に
接
す
る

機
会
を

提
供
す

る
。

 

・
今
後

も
周
辺

施
設
や

関
係
団

体
と
連
携

し
、
県

内
の
文
化

芸
術
振

興
・
魅

力
発

信
に

取
り

組

む
。

 

   （
３
）

 

・
県
立

図
書
館

に
設
置

し
た
「

賑
わ
い
づ

く
り
企

画
・
実
行

委
員
会

」
に
お

い
て

大
学

生
や

地
元

の
商
店
街

関
係
者

等
の
外

部
の

視
点

や
ア

イ
デ

ィ
ア
を
取

り
入
れ

な
が
ら

、
魅

力
度

の
高

い
イ

ベ
ン
ト
や

企
画
展

示
を
通

年
的

に
実

施
し

賑
わ

い
を
創
出

 

【
再
掲
】
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-
 
2
3 
-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

㉝
文

化
芸

術
活
動

に
年
５

回
以

上
取

り

組
ん
だ

小
中
学
校

の
割
合

 

（
県

生
涯

教
育
・

学
習
振

興
課

調
べ

）
 

 
6
0
% 

  
※

R
7
新

規
調
査

 

  

㉝
 

（
１

）
伝

統
芸
能

育
成
事

業
 

 

・
ふ

る
さ

と
塾
活

動
賛
同

団
体

の
伝
承

活
動
を

記

録
・
保
存

し
次
世

代
に
伝

え
る

と
と
も

に
、
イ

ン

タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ

る
公
開

に
よ

り
ふ

る
さ

と
塾
の

活
性
化
を

推
進

 

・
指

導
者

の
育
成

を
目
的

と
し

た
研
修

会
（
4
回

）
 

出
前
講

座
（

1
1
9
回
）

の
開
催

 

・
市

町
村

総
合
交

付
金
に

よ
る

地
域
の
文

化
伝
承

活

動
の
支
援

 

 

○
概
ね
達

成
 

5
8
.
2
%
（
R
7
）
 

 

※
中
学
校

に
お
い

て
多
く

の
文

化
芸

術
活

動
が
実
施

さ
れ
て

い
る
。

吹
奏

楽
発
表

会
、
絵
画

・
美
術

発
表
会

な
ど

、
部

活

動
に
関
連

し
た
活

動
が
多

い
こ

と
が

要

因
と
考
え

ら
れ
る

。
 

㉝
 

（
１
）
 

・
引
き

続
き
、

ふ
る

さ
と

塾
出

前
講
座

等
を

活
用

し
て
、

地
域
の

文
化
や

民
俗
芸

能
等
に

触
れ
る

機
会
を
創

出
で
き

る
こ
と

を
周

知
し

て
い

く
。
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-
 
2
4 
-
 

方
針
Ⅲ

 
社

会
の
変

化
に

対
応
し

た
学

び
の
環

境
を

整
え

る
 

     

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

    ア ク シ ョ ン
 

６
 

    

㉞
授

業
に

お
い
て

、
Ｐ
Ｃ

・
タ

ブ
レ

ッ

ト
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
ほ

ぼ
毎

日
使

用
し
て

い
る
小
中

学
校
の

割
合

 

（
文
部

科
学
省
「

全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査

」）
 

小
6
:
6
0
%
・
中

3:
6
0
% 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

小
６

：
5
1
.
4
%
・
中

３
：
4
7
.
9
% 

（
R
6
.
4
）
 

           ㉟
授

業
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用

し
て

指
導

す

る
教
員

の
割
合

 

 
（

文
部

科
学
省

「
学
校

に
お

け
る

教

育
の
情

報
化
の
実

態
等
に

関
す

る
調

査
」）

 

8
0
% 

  

㉞
 

（
１

）
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を

活
用
し

た
学

習
の
充

実
 

・
小

中
学

校
の

研
究

主
任

（
管

理
職

）
を

対
象

と
し

た
学

力
向

上
オ

ン
ラ

イ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

よ
り

、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
推

進
に
関

す
る

研
修

機
会

を
確
保

 

・
教

科
担

任
マ
イ

ス
タ
ー

の
育

成
研
修

及
び

大
学

等

の
有
識
者

に
よ
る

伴
走
支

援
に

よ
り

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を

活
用
し
た

教
材
開

発
及
び

授
業

実
践

を
行

い
、
ポ

ー
タ
ル
サ

イ
ト
で

全
県

へ
成
果

等
を
発

信
 

            ㉟
 

（
１

）
県

立
学
校

教
育
デ

ジ
タ

ル
化
推

進
事
業

 

・
ク

ラ
ウ

ド
サ
ー

ビ
ス
外

部
講

師
に
よ

る
オ
ン
デ

マ

ン
ド
型
研

修
の
実

施
（

1
2
回
）

 

・
校

内
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教

育
推
進

担
当

（
各
高

等
学
校

２

名
）
に
よ

る
校
内

研
修
の

実
施

 

・「
県

立
中
学

高
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教

育
推
進

事
業

」
に

よ

り
Ｉ

Ｃ
Ｔ

教
育
推

進
校
（

１
校

）
に
よ

る
先
進

的
な

◎
達

成
 

小
6
:
7
3
.6

%
・
中

3
:6
0
.0
%
(R
8.
4
)
 

(
小

6
:
7
2.
4
%
・
中

3
:
6
6.
0
%
(
R7
.
4
))
 

 ※
昨
年

度
よ
り

、
小
学
校

は
増

加
、
中
学

校
は

減
少

し
た
。

 

               －
調
査
不

能
 

※
令
和
８

年
1
0
月

末
に

調
査

結
果
公

表
予

定
 

(
7
9
.3
%
（

R
6
）（

参
考
）

)
 

    

㉞
 

（
１
）

 

・
教
員

の
指
導

力
向
上

の
た
め

、
体
制
の

充
実

や
、

全
県

指
導
主

事
等
研

究
協

議
会
等

の
開

催
、

教
育

事
務
所

に
よ
る

学
校

へ
の
現

地
指
導

及
び

各
種

研
修
会

の
実
施

や
、

授
業
づ

く
り
の

手
引

き
書

と
し
て

作
成
し

た
「

山
形
県

授
業
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
」
の

教
員
等

へ
の

配
布
の

ほ
か
、

学
力

上
位

県
へ
の

教
員
の

長
期

派
遣
の

実
施
や

長
期

研
修

の
充
実

に
取
り

組
む

。
 

・
Ｃ
Ｂ

Ｔ
化
さ

れ
た
、

算
数
・

数
学
、
英

語
の

 

県
独
自
問

題
を
学

期
末
に

各
学

校
で

実
施

し
、

学
力
定
着

度
に
基

づ
く
授

業
改

善
に

取
り

組
 

む
と

と
も

に
、
Ｃ

Ｂ
Ｔ
デ

ー
タ

の
活
用

に
よ

 

る
指

導
力

向
上
を

図
る
。

 

・
授

業
と

連
動

し
た

家
庭

学
習

の
充

実
を

図
る

た

め
「
山
形

県
版
家

庭
学
習

の
手

引
き

」
を

保
護
者

に
対

し
配

布
 

【
再
掲

】
 

  ㉟
 

（
１
）

 

・
教
員

の
指
導

力
向
上

を
図
る

た
め
、
「

デ
ジ

タ

ル
学

習
基

盤
利
活

用
ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク
（

仮
）」

や
県

教
育

セ
ン
タ

ー
が
発

信
す

る
具
体
的

な
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
方
法

、
授
業

実
践

事
例
を

広
く

周

知
 

・
児
童

生
徒
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
よ
り

効
果
的
に

活
用
で

ア
ク
シ
ョ
ン
 ６

 
教
育

DX
を
実
現
す
る
 
 

 
I
C
T
の
活
用

が
日

常
化
し
、

学
ぶ
場

所
を
自

由
に
選

び
、
教

育
デ
ー
タ

を
活
用

し
て
、

リ
ア

ル
な

体
験

と
組
み

合
わ
せ

た
一

人
ひ

と
り

に
あ
っ

た
充

実
し
た

学
び
を

実
現
す

る
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-
 
2
5 
-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

7
9
.
1
%
 
  
（

R
5
）
 

    ㊱
教

育
デ

ー
タ
の

可
視
化

の
シ

ス
テ

ム

を
活
用

し
た
県
立

学
校
の

割
合

 

（
山

形
県

教
育
Ｄ

Ｘ
推
進

ビ
ジ

ョ
ン

）
 

 
1
0
% 

   
※

R
7
新

規
調
査

 

 

事
例

の
創

出
及
び

共
有
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育

推
進
重

点
校

（
３

校
）

を
指
定

し
学
校

全
体

の
活
用

向
上
、

県
Ｉ

Ｃ
Ｔ

教
育

推
進
委

員
（
各

地
区

２
名
、

教
科
の

異
な

る
８

名
の

委
員
）

に
よ
る

実
践

事
例
の

普
及

 

   ㊱
 

（
１

）
学

校
の
教

育
Ｄ
Ｘ

の
促

進
 

・「
山

形
県
教

育
Ｄ
Ｘ

推
進
ビ

ジ
ョ
ン

」
の
策

定
 

・
G
o
o
g
le
 
Wo
r
k
s
p
ac
e
 f
o
r
 
Ed
u
c
at
i
o
n
 
Pl
u
s
の

契
約
に
よ

り
、
新

し
い
学

び
の

形
態

等
へ

対
応

 

・
教

職
員

の
働
き

方
改
革

の
た

め
、
全

県
立
学

校
で

共
通
化
し

た
旅
行

や
休
暇

等
の

電
子

申
請

シ
ス
テ

ム
の
整
備

、
出
勤

簿
の
電

子
化

 

・
県

立
特

別
支
援

学
校
に

お
け

る
出
退

勤
ア
プ

リ
の

整
備
、
時

間
外
在

校
等
時

間
等

に
関

す
る

可
視
化

ツ
ー
ル
の

整
備

 

 

       ◎
達
成

 

2
8
.
6%
（

R
7
）
 

※
県

立
特

別
支

援
学

校
へ

の
勤

務
管

理
シ

ス
テ
ム

導
入
に

よ
り
、
出

退
勤

ア
プ
リ

や

ダ
ッ

シ
ュ

ボ
ー

ド
で

の
勤

務
状

況
の

可

視
化
を

実
現
し

た
。
教
員
・
管

理
職

双
方

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

客
観

的
デ

ー
タ

を

共
有
す

る
体
制

を
構
築

し
、
働

き
方
改

革

を
推
進

し
た
。

 

 

き
る

よ
う

に
す
る

た
め
、

他
者

と
交
流

し
て
考

え
を

深
め

る
学
習

で
の
活

用
の

在
り
方

等
を
、

具
体

例
を

示
し
な

が
ら
周

知
 

    ㊱
 

（
１
）

 

・「
山

形
県
教

育
Ｄ
Ｘ

推
進
ビ

ジ
ョ
ン
」

に
基
づ

く
、

児
童

生
徒
の

学
び
の

Ｄ
Ｘ

、
教
員

の
指
導

の
Ｄ

Ｘ
、

校
務
の

Ｄ
Ｘ
の

推
進

、
デ
ジ

タ
ル
学

習
基

盤
の

整
備

 

・
県
立
特

別
支
援

学
校
で

の
活

用
事

例
を

踏
ま
え

、

全
て

の
県

立
学

校
に

お
け

る
出

退
勤

管
理

の
電

子
化

及
び

可
視
化

ツ
ー
ル

の
全

校
展
開

を
推
進

 

  

      

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

 ア ク シ ョ ン ７
 

  

㊲
自

分
の

仕
事
に

や
り
が

い
を

感
じ

て

い
る
教

員
の
割
合

 

（
教

職
員

課
調
べ

）
 

 
6
0
% 

  
※

R
7
新

規
調
査

 

   

㊲
・

㊳
 

（
１

）
教

職
員
働

き
方
改

革
推

進
事
業

 

・「
山

形
県
公

立
学
校

に
お
け

る
働
き

方
改
革

プ
ラ

ン
」（

R
5
.
3
に

第
Ⅱ
期

プ
ラ
ン

策
定
）
（

勤
務

時

間
の
上
限

に
関
す

る
方
針

等
）

に
基

づ
く

取
組
み

を
推
進

 

・「
山

形
県
に

お
け
る

部
活
動

改
革
の

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
」
の
取

組
み
へ

の
指
導

助
言

 

 

◎
達
成

 

8
5
.
8%
（

R
8
.3
）

 

※
教
育
活

動
の
充

実
を
図

り
、
「
働

き
が

い
」
を
向

上
さ
せ

る
た
め

に
は

、
子

ど

も
と
向
き

合
う
時

間
を
確

保
す

る
と

と

も
に
、
自

ら
の
専

門
性
の

向
上

の
た

め

の
時
間
を

確
保
す

る
こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

 

㊲
・
㊳

 

令
和
８

年
３
月

策
定
「

山
形
県

公
立
学
校

に
お
け

る
働
き

方
改
革

プ
ラ
ン

（
第
Ⅲ

期
プ
ラ
ン

）」
に

お
い
て

、「
児

童
・
生

徒
の
成

長
に
貢
献

す
る
喜

び
」
、「

教
員
の

専
門
性

の
向
上

や
発
揮
へ

の
喜

び
」
を

感
じ
る

教
員
の

割
合
を

令
和

1
1
年
度

ま

で
に

8
0
%
以
上

と
す

る
よ
う
、

周
知
や

教
育
環

境

の
整
備

に
取
り

組
む
。

 

 

ア
ク
シ
ョ
ン
７
 
活
力
あ
ふ
れ
る
学
校
を
実
現
す
る
 
 

 
家

庭
や

地
域
と

役
割
分

担
し

な
が

ら
、

外
部
人

材
の

活
用
等

に
よ
り

、
教
員

が
余
裕

と
余
白

を
持
つ
と

と
も
に

、
子
ど

も
が

前
向

き
に

挑
戦
で

き
る
環

境
を

つ
く

る
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-
 
2
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-
 

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

  

㊳
半

期
に

お
け
る

時
間
外

在
校

等
時

間

の
月
平

均
が

8
0
時
間
を

超
え

る
教
員

数
 

（
県

教
職

員
課
調

べ
）
1
2
0
人
 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

1
5
4
人

 
  
（
R
6
 
上
期

）
 

                            

市
町
村
担

当
課
長

会
議
の

実
施

、
市
町
村

訪
問

（
1
0
回

）、
ワ

ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

の
開
催
（

１

回
）、

実
証
事

業
活

用
：

2
1
市

町
村

 

部
活
動
改

革
推
進

協
議
会

の
実

施
、
休

日
の
部

活
動
の
地

域
展

開
：
運

動
部

6
2
2
/
8
74

部
、
文

化
部

1
1
2
/
1
72

部
 

 ・
教

頭
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
支

援
員

の
配
置

 

（
市

町
村

立
小
中

学
校
に

1
3
人

配
置
）

 

・
ス

ク
ー

ル
ロ
イ

ヤ
ー
の

導
入

 

（
４

人
の

弁
護
士

を
委
嘱

、
1
1
回

の
相
談

）
 

          （
２

）
統

合
型
校

務
支
援

シ
ス

テ
ム
の

整
備

 

・
教

員
の

事
務
の

効
率
化

の
た

め
、
全

県
立
高

校
で

統
合
型
校

務
支
援

シ
ス
テ

ム
を

活
用

 

・
県

立
高

校
で
デ

ジ
タ
ル

採
点

を
活
用

 

 
⇒

県
立

高
校

3
9
校
に
導

入
 

 （
３

）
教

職
員
健

康
管
理

事
業

 

・
教

職
員

の
メ
ン

タ
ル
ヘ

ル
ス

不
調
の

早
期
発

見
と

治
療
に
つ

な
げ
る

た
め
、

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク
や

ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ

ク
の
活

用
法

を
含

め
た

管
理
監

督
者
向
け

研
修
を

実
施
す

る
と

と
も

に
、「

復
職

支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム

」
に
よ

る
精

神
疾

患
に

よ
る
長

期
病
休
者

の
円
滑

な
職
場

復
帰

と
就

業
の

継
続
を

支
援

 

×
未
達
成

 
 

1
5
1
人
 

小
：
3
人

・
中

：
2
6
人

 

特
：
0
人

・
高

：
1
2
2
人

（
R
7
上
期
）

 

 (
1
5
4
人
 

小
：
6
人
・
中

：
4
0
人

 

特
：
0
人
・
高

：
1
0
8
人
（
R
6
上
期
）

)
 

 ※
第
Ⅰ
期

働
き
方

改
革
プ

ラ
ン

の
令

和
２

年
度
に
お

け
る

2
6
7
人
か

ら
約

4
3
%
減
の

1
5
1
人
と

は
な
っ

た
も

の
の
、

調
査
総
数

の
1
.
8
%
は

、
未
だ

に
半

期
の
月

平
均
時

間
外
在
校

等
時
間

が
8
0
時
間
超

と
な
っ

て
い
る
。

 

                    

（
１
）

 

・
令
和

８
年
３

月
策
定

「
山
形

県
公
立
学

校
に
お

け
る

働
き

方
改
革

プ
ラ
ン

（
第

Ⅲ
期
プ

ラ

ン
）
」

を
周
知

し
、
よ

り
一
層

の
時
間

外
在
校

等
時

間
の

縮
減
を

図
る
。

 

・
チ
ェ

ッ
ク
シ

ー
ト
を

活
用
し

た
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ

ク
ル
の

確
立
に

よ
り
更
な

る
意

識
改
革
を

図
る

と
と
も

に
、
教

員
業
務
支

援
員

や
教
頭
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

支
援
員

、
ス
ク
ー

ル
ロ

イ
ヤ
ー
等

の
外

部
人
材

の
活
用

、
大
学
新

卒
者

に
対
す
る

新
採

支
援
プ

ラ
ン
な

ど
の
人
的

支
援

、
「
教

育
や
ま

が
た
人

材
バ
ン

ク
」

や
デ

ジ
タ

ル
採
点

ソ
フ
ト

の
活
用

な
ど
に

よ
り
働
き

方
改

革
を
推
進

す

る
。

 

・
地
域

ク
ラ
ブ

活
動
の

実
践
が

増
加
す
る

よ
う
、

県
ア

ド
バ

イ
ザ
ー

を
３
名

配
置

（
継
続

）
し
、

市
町

村
の

個
別
相

談
へ
の

対
応

等
、
支

援
を

継

続
 

・
ス
ク

ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー

を
５

人
と
し

、
相

談
体
制

を
充

実
 

 （
２
）

 

・
更
な

る
事
務

の
効
率

化
の
推

進
の
た
め

、
シ
ス

テ
ム

の
利

用
状
況

や
要
望

等
に

つ
い
て

の
調
査

及
び

担
当

者
の
負

担
軽
減

に
向

け
た
校

内
に
お

け
る

業
務

分
担
の

調
整
を

実
施

 

 （
３
）

 

・
受
診

率
の
低

い
所
属

に
は
、

各
種
会
議

や
直
接

訪
問

に
よ

り
、
所

属
長
か

ら
未

受
診
者

に
対
し

改
め

て
精

密
検
査

の
重
要

性
を

説
明
し

、
所
属

長
の

責
任

と
し
て

、
受
診

を
勧

奨
し
て

も
ら
う

よ
う

依
頼

す
る
。

 

・
教
職

員
に
対

し
、
疾

病
の
早

期
発
見
・

早
期
治

療
の

た
め

の
精
密

検
査
受

診
の

重
要

性
の

認
識
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目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

                             ㊴
健

康
診

断
時
に

お
け
る

要
精

密
検

査

該
当
者

の
精
密
検

査
受
診

率
（

教
職

員
）

 

（
県

福
利

厚
生
課

調
べ
）

9
2
%
 

  

ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ

ク
実
施

率
：

8
8
.
9 

%
、
 

管
理
監

督
者
向
け

の
メ
ン

タ
ル

ヘ
ル
ス
セ

ミ
 

ナ
ー
受

講
者
数

 
1
,
7
1
3
名
 

 ・
疾

病
の

早
期
発

見
・
早

期
治

療
に
つ

な
げ
る

た
め

の
各
種
健

康
診
断

事
業
、

個
別

訪
問

型
特

定
保
健

指
導
及
び

精
密
検

査
受
診

勧
奨

の
実

施
 

健
康
診

断
：
受

診
率

 
9
9
.
9
 
% 

精
密
検

査
受
診
率

 
9
1
.
5
 
%
 

（
R
8
.
3
月
末

現
在
）

 

人
間
ド
ッ

ク
：
受

診
者
数

 

3
,
2
14

名
（
R
8
.
3
月
末

現
在

 

 （
４

）
適

性
の
あ

る
優
秀

な
教

員
の
育

成
・
確

保
 

・
教

員
免

許
を
所

有
し
て

い
る

が
教
育

現
場
で

働
い

て
い
な
い

方
を
対

象
と
し

た
「

ペ
ー

パ
ー

テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
説

明
会
を

開
催

（
参
加

者
 
2
6
名
)
 

・
優

れ
た

人
材
の

確
保
の

た
め

、「
大

学
推
薦

特
別

選
考
」
「

元
職

特
別
選

考
」

の
条
件

緩
和

な
ど
に

よ
る
教
員

採
用
試

験
の
内

容
や

実
施

方
法

の
工
夫

改
善
の
継

続
 

・
小

学
校

の
大
卒

新
採
等

教
員

の
育
成

支
援

 

（
新

採
教

員
を

教
科

担
任

(
兼

)
学

級
副

担
任

と
し

て

配
置
 
1
5
人
、
担

任
を

受
け
持

つ
場
合

に
は
、
新

採
教

員
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

支
援

員
を

配
置

 
8
8

人
）

 

   ㊴
 

（
１

）
教

職
員
健

康
管
理

事
業

 

・
教

職
員

の
メ
ン

タ
ル
ヘ

ル
ス

不
調
の

早
期
発

見
と

治
療
に
つ

な
げ
る

た
め
、

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク
や

ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ

ク
の
活

用
法

を
含

め
た

管
理
監

督
者
向
け

研
修
を

実
施
す

る
と

と
も

に
、「

復
職

                             〇
概
ね
達

成
 

 

9
1
.
5%
（

R
7
）
 

(
9
1
.1
%
(
R
6
))
 

 

※
自
覚
症

状
が
無

い
、
毎

年
同

じ
項

目
で

数
値
も

変
わ
ら
な

い
な
ど

の
理

由
か
ら

を
高

め
て

も
ら
う

た
め
、

広
報

誌
や
チ

ラ
シ
を

利
用

し
た

呼
び
か

け
を
行

う
。

 

            （
４
）

 

・
教
職

員
の
大

量
退
職

期
を
迎

え
る
中
で

、
引
き

続
き

優
秀

な
人
材

の
確
保

に
向

け
、「

大
学
３

年
次

特
別

選
考
」

等
の
在

り
方

に
つ
い

て
検
討

 

           ㊴
 

（
１
）

 

・
精
検

受
診
率

の
低
い

所
属
に

対
し
、
各

種
会
議

で
の

周
知

や
直
接

訪
問
を

行
い

、
所
属
長

（
校

長
等

）
か

ら
未
受

診
者
に

対
し

改
め
て

精
密
検

査
の

重
要

性
を
説

明
し
、

所
属

長
の
責

任
と
し
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目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

8
9
.
9%
 
  
 
  
（

R
5
）
 

              ㊵
学

校
管

理
下
に

お
け
る

事
故

災
害

で

負
傷
す

る
児
童
生

徒
の
割

合
 

（
独

立
行

政
法
人

日
本
ス

ポ
ー

ツ
振

興

セ
ン
タ

ー
「
災
害

共
済
給

付
状

況
」）

 

 
7
.
5
%
未
満

 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

7
.
5
% 
 
  

 
 
（

R5
）
 

 

支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム

」
に
よ

る
精

神
疾

患
に

よ
る
長

期
病
休
者

の
円
滑

な
職
場

復
帰

と
就

業
の

継
続
を

支
援

 

ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ

ク
実
施

率
：

8
8
.
9 

%
、
 

管
理
監

督
者
向
け

の
メ
ン

タ
ル

ヘ
ル
ス
セ

ミ
 

ナ
ー
受

講
者
数

 
1
,
7
1
3
名
 

 ・
疾

病
の

早
期
発

見
・
早

期
治

療
に
つ

な
げ
る

た
め

の
各
種
健

康
診
断

事
業
、

個
別

訪
問

型
特

定
保
健

指
導
及
び

精
密
検

査
受
診

勧
奨

の
実

施
 

健
康
診

断
：
受

診
率

 
9
9
.
9
 
% 

精
密
検

査
受
診
率

 
9
1
.
5
 
%
 

（
R
8
.
3
月
末

現
在
）

 

人
間
ド
ッ

ク
：
受

診
者
数

 

3
,
2
14

名
（
R
8
.3

月
末

現
在

）
 

  ㊵
 

（
１

）
学

校
安
全

体
制
の

整
備

の
推
進

 

・
子

ど
も

の
見
守

り
強
化

の
た

め
の
地

域
学
校

安
全

指
導
員
の

配
置
、

連
絡
協

議
会

の
開

催
及

び
学
校

安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
の
養

成
等

の
実

施
 

・
学

校
ご

と
危
機

管
理
マ

ニ
ュ

ア
ル
等

に
基
づ

い
た

避
難
訓
練

や
児
童

生
徒
等

の
引

き
渡

し
訓

練
等
、

地
域
住
民

や
警
察

、
消
防

、
市

町
村

防
災

担
当
部

局
等
関
係

機
関
と

連
携
し

た
減

災
・

防
災

に
向
け

た
組
織
的

な
対
応

の
充
実

 

・
安

全
教

育
指
導

者
研
修

会
の

開
催
等

に
よ
る

学
校

安
全
の
中

核
と
な

る
教
職

員
の

育
成

と
教

職
員
の

指
導
力
の

向
上

 

 

精
密
検

査
受
診
に

対
す
る

意
識

が
低
い

教
職
員

が
い
る
こ

と
、
ま

た
、

学
校
活

動
に
よ

り
、
職
員

が
多
忙

で
あ

る
た

め
、
精

密
検
査
受

診
の
時

間
が

取
り
づ

ら
く
な

っ
て
い
る

こ
と
が

要
因

。
 

            ◎
達
成

 

7
.
3
%
（
R
7
）
 

(
7
.
6%
(
R
6
)
) 

※
学
校
側

が
丁
寧

な
対
応

を
行

っ
て

い
る

た
め
、
発

生
率
が

減
少
し

た
と

考
え
ら

れ
る
。

 

    

て
、

受
診

勧
奨
を

行
う
よ

う
依

頼
す
る
。

 

・
教
職

員
に
対

し
、
疾

病
の
早

期
発
見
・

早
期
治

療
の

た
め

の
精
密

検
査
受

診
の

重
要
性

の
認
識

を
高

め
て

も
ら
う

た
め
、

事
後

指
導
で

の
働
き

か
け

や
チ

ラ
シ
・

広
報
誌

を
利

用
し

た
呼

び
か

け
を

行
う

。
 

           ㊵
 

（
１
）

 

・
引
き

続
き
、
「

危
機

管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル

」
や

「
学

校
安

全
計
画

」
の
検

証
と

改
善
に

向
け

て
、

重
点

項
目
の

設
定
や

チ
ェ

ッ
ク
リ

ス
ト
の

活
用

、
県

及
び
各

市
町
村

の
防

災
担
当

部
局
や

専
門

的
知

識
を
有

す
る
大

学
教

授
等
と

連
携
し

た
指

導
・

助
言
を

推
進
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-
 
2
9 
-
 

    

 
目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

  ア ク シ ョ ン ８
 

 

㊶
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・
ス
ク

ー
ル

や
地

域

学
校
協

働
活
動
等

の
取
組

み
に

よ
っ

て
、
学

校
と
地
域

や
保
護

者
の

相
互

理
解
は

深
ま
っ
た

小
中
学

校
の

割
合

 

（
文

部
科

学
省
「

全
国
学

力
・

学
習

状

況
調
査

」
）

 

小
6
:
8
8
.4
%
・

中
3
:7
0
.0
% 

【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

小
６
：

8
7
.
9
%
・

中
３

：
6
7
.
7
%
 

（
R
6
.
4
）
 

   ㊷
子

ど
も

の
教
育

活
動
に

参
加

し
た

地

域
住
民

や
保
護
者

の
人
数

（
１

校
当

た
り
）

 

（
県

独
自

調
査
「

学
校
支

援
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア
活

動
実
態
調

査
」
）

 

 
1
5
7
.
2
人
 

 【
７

教
振

前
期
計

画
策
定

時
】

 

1
5
6
.1

人
 
（

R
5
）
 

 

  ㊸
教

育
活

動
に
協

力
す
る

パ
ー

ト
ナ

ー

シ
ッ
プ

推
進
事
業

に
登
録

し
た

企
業

等
の
数

 

（
県

生
涯

教
育
・

学
習
振

興
課

調
べ

）
 

 
1
5
0 

 

㊶
 

（
１

）
学

校
・
家

庭
・
地

域
の

連
携
協

働
推
進

事
業

 

・
教

職
員

等
を
主

な
対
象

と
し

た
研
修

会
を
県

内
４

地
区
で
計

６
回
開

催
し
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス
ク

ー
ル
と
地

域
学
校

協
働
活

動
の

理
解

促
進

を
図

り
、「

地
域
と

と
も

に
あ
る

学
校
づ

く
り

」
を
推

進
 

・
学

校
や

地
域
の

実
情
に

応
じ

、
教
員

や
学
校

運
営

協
議
会
委

員
、
各

市
町
村

教
育

委
員

会
を

対
象
と

し
た
出
前

講
座
を

県
内
で

計
2
0
回
実
施

 

   ㊷
 

（
１

）
学

校
・
家

庭
・
地

域
の

連
携
協

働
推
進

事
業

 

・
地

域
学

校
協
働

活
動
実

施
の

た
め
の

財
政
面

で
の

支
援
を

3
1
市
町

村
に

対
し
て

実
施

 

・「
地

域
学
校

協
働
活

動
推
進

員
養
成

講
座
」

を
県

域
１
回
、

各
地
区

１
回
ず

つ
の

計
５

回
開

催
し
、

地
域
学
校

協
働
活

動
推
進

員
等

の
資

質
向

上
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形

成
を
図

り
、

地
域

と
学

校
と
が

連
携
・
協

働
す
る

仕
組
み

づ
く

り
を

推
進

 

   ㊸
 

（
１

）
教

育
支
援

パ
ー
ト

ナ
ー

シ
ッ
プ

推
進
事

業
 

・
主

に
業

界
団
体

を
通
じ

て
企

業
等
の

登
録
に

向
け

た
周
知
活

動
を
実

施
 

・
学

校
等

に
対
し

、
本
事

業
を

認
知
し

て
も
ら

い
、

活
用
を
促

進
す
る

た
め
の

周
知

活
動

を
実

施
 

○
概
ね
達

成
 

小
６
：

8
3
.
2
%
・
中
３

：
8
1
.
0
%（

R
8
.
4
）
 

（
小
６
：

8
8
.
3
%
・
中
３

：
7
7
.
7
%

（
R
7
.
4
））

 

 
※
中
学

校
で
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
の

導
入

が
進
む

と
と
も

に
、

地
域

学
校

協
働

活
動
と

の
一
体

的
な

取
り

組
み

が
充

実
し
て

き
た
こ

と
に

よ

り
、

相
互

理
解
が

進
ん
だ

と
考

え
ら

れ
る

。
 

   ×
未
達
成

 

1
3
8
.6

人
（
R
7
）

 

(
1
3
8.
9
人
(
R6
)
)
 

  
※
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
と
し

て
関

わ
る

地
域

住
民

や
保

護
者
は

固
定
化

し
て

い
る

う
え

に
高

齢
化
も

進
ん
で

お
り

、
減

少
傾

向
に

あ
る
。

 

    ×
未
達
成

 

 
1
1
8
（

R
7
）
 

 ※
企
業
等

の
募
集

を
1
1
月
か
ら

開
始
す

る

こ
と
と

な
り
、

募
集
期

間
が
短

く
な
っ

た
た
め

。（
令

和
8
年

8
月
末

時
点
の

登

㊶
 

（
１
）

 

・
県
立

学
校
も

含
め
、

県
全
体

で
「
地
域

と
と
も

に
あ

る
学

校
づ
く

り
」
を

推
進

す
る
た

め
、

「
地

域
と

と
も
に

あ
る
学

校
づ

く
り
フ

ォ
ー
ラ

ム
」

を
開

催
 

・
各
学

校
の
実

態
に
応

じ
た
支

援
を
行
い

、
充
実

し
た

活
動

に
つ
な

げ
る
た

め
、

教
員
や

学
校
運

営
協

議
会

委
員
、

各
市
町

村
教

育
委
員

会
を
対

象
と

し
た

出
前
講

座
を
継

続
し

て
実
施

 

   ㊷
 

（
１
）

 

・「
地

域
と
と

も
に
あ

る
学
校

づ
く
り
」

に
有
効

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・
ス
ク

ー
ル

と
、「

学
校
を

核
と

し
た

地
域
づ

く
り
」

に
有

効
な
地

域
学
校

協
働

活
動

の
一
体

的
な
実

施
を

推
進
す

る
と
と

も
に

、
学

校
と
地

域
の
つ

な
ぎ

役
で
あ

る
地
域

学
校

協
働

活
動
推

進
員
等

の
資

質
向
上

と
人
材

発
掘

と
育

成
を
推

進
 

   ㊸
 

（
１
）

 

・
す
で

に
学
校

と
つ
な

が
り
の

あ
る
企
業

等
へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を
強

化
す
る

と
と

も
に
、

申
請
の

少
な

い
分

野
・
地

区
へ
の

周
知

を
強
化

 

・
支
援

活
動
に

取
り
組

ん
で
い

る
様
子
を

S
N
S
等

ア
ク
シ
ョ
ン
８
 
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
学
び
を
支
え
る
 
 

 
子
ど

も
も
大

人
も
、

自
分
が

学
び
た
い

方
法
で

学
べ
る

場
や

選
択

肢
を

、
社
会

全
体
で

協
力

し
て

支
え

て
い
く

。
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目

標
指

標
、

目
標
値

（
R
7）

 
事

業
実

施
状

況
 

達
成

状
況
と

評
価
 

今
後

の
対
応
・

改
善

点
等
 

  
※

R
7
新

規
調
査

 

 

・
1
1
月
に
企

業
等

の
募
集

を
開

始
し

、
1
2
月
か
ら

認
定
し
た

企
業
等

の
情
報

を
検

索
で

き
る

ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト

を
公
開

 

 

録
数
は

1
4
8
と

R
7
目

標
の

9
8
.7
%
と

な

っ
て
い

る
。）

 

 

で
発

信
し

、
事
業

の
認
知

度
の

向
上
を

図
る
と

と
も

に
利

活
用
を

促
進

 

・
企
業

、
学

校
等

が
一
堂

に
会

し
、
意

見
交
換

を

行
う

マ
ッ

チ
ン
グ

会
議
を

県
内

４
地
区

で
開
催
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番 号
７

教
振

前
期

計
画

の
目

標
指

標
７

教
振

前
期

計
画

策
定

時
現

状
値

７
教

振
前

期
計

画
目

標
値

(
R
７

）
達

成
状

況
実

績
参

考
R

６
実

績

Ⅰ
一

人
ひ

と
り

が
自

分
ら

し
く
可

能
性

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

る
学

び
を

実
現

す
る

①
国

語
、

算
数

・
数

学
の

勉
強

が
「

好
き

」
な

児
童

生
徒

の
割

合

国
小

６
：

6
8
.
1
%

　
中

３
：

6
5
.
4
%

算
小

６
：

5
8
.
1
%

数
中

３
：

5
7
.
7
%

（
R
6
.
4
）

国
小

６
：

7
0
%

　
中

３
：

7
0
%

算
小

６
：

6
5
%

数
中

３
：

6
5
%

×

国
小

６
：

6
3
.
0
%

　
中

３
：

6
2
.
3
%

算
小

６
：

5
7
.
5
%

数
中

３
：

5
6
.
2
%

(
R
8
.
4
)

国
小

６
：

6
5
.
7
%

　
中

３
：

6
0
.
1
%

算
小

６
：

5
7
.
7
%

数
中

３
：

5
4
.
3
%

(
R
7
.
4
)

②
国

語
、

算
数

・
数

学
の

内
容

が
「

分
か

る
」

と
思

う
児

童
生

徒
の

割
合

国
小

６
：

8
6
.
5
%

　
中

３
：

8
2
.
0
%

算
小

６
：

7
8
.
3
%

数
中

３
：

7
3
.
8
%

（
R
6
.
4
）

国
小

６
：

9
0
%

　
中

３
：

8
5
%

算
小

６
：

8
5
%

数
中

３
：

7
5
%

×

国
小

６
：

8
1
.
5
%

　
中

３
：

7
7
.
3
%

算
小

６
：

7
3
.
7
%

数
中

３
：

7
0
.
3
%

(
R
8
.
4
)

国
小

６
：

8
3
.
6
%

　
中

３
：

7
6
.
7
%

算
小

６
：

7
4
.
6
%

数
中

３
：

6
7
.
3
%

(
R
7
.
4
)

③
「

授
業

が
、

自
分

に
あ

っ
た

教
え

方
、

教
材

、
学

習
時

間
な

ど
に

な
っ

て
い

た
」

と
思

う
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
8
5
.
1
%

中
３

：
8
2
.
0
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
8
5
.
6
%

中
３

：
8
2
.
5
%

×
小

６
：

8
1
.
2
%

中
３

：
8
0
.
3
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
8
4
.
9
%

中
３

：
8
0
.
9
%

(
R
7
.
4
)

④

「
授

業
や

学
校

生
活

で
、

友
達

や
周

り
の

人
の

考
え

を
大

切
に

し
て

お
互

い
に

協
力

し
な

が
ら

課
題

の
解

決
に

取
り

組
ん

で
い

る
」

と
思

う
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
9
1
.
4
%

中
３

：
9
3
.
4
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
9
1
.
9
%

中
３

：
9
3
.
9
%

◎
小

６
：

9
2
.
4
%

中
３

：
9
4
.
1
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
9
3
.
6
%

中
３

：
9
3
.
3
%

(
R
7
.
4
)

⑤
「

授
業

中
に

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、

自
分

で
考

え
、

自
分

か
ら

取
り

組
ん

で
い

た
」

と
思

う
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
8
1
.
5
%

中
３

：
8
2
.
6
%

（
R
6
.
4
)

小
６

：
8
2
.
0
%

中
３

：
8
3
.
1
%

×
小

６
：

7
7
.
6
%

中
３

：
8
1
.
8
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
8
2
.
1
%

中
３

：
7
8
.
8
%

(
R
7
.
4
)

⑥
地

域
や

外
部

機
関

と
連

携
し

て
探

究
学

習
に

取
り

組
む

小
中

高
等

学
校

の
割

合
新

規
調

査

小
：

8
0
%

中
：

8
0
%

高
：

8
0
%

◎

小
６

：
9
7
.
2
%

中
３

：
9
3
.
8
%

高
：

8
9
.
8
%

(
R
7
)

新
規

調
査

⑦
将

来
の

夢
や

目
標

を
持

っ
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合

小
６

：
8
1
.
8
%

中
３

：
6
8
.
4
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
8
3
.
0
%

中
３

：
6
8
.
9
%

○
小

６
：

8
1
.
6
%

中
３

：
7
0
.
3
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
8
2
.
6
%

中
３

：
7
1
.
0
%

(
R
7
.
4
)

⑧
職

場
見

学
・

職
場

体
験

等
を

行
っ

て
い

る
小

中
高

等
学

校
の

割
合

小
：

9
0
.
1
%

中
：

9
7
.
9
%

高
：

9
8
.
1
%

（
R
5
）

小
：

9
2
%

中
：

9
8
%

高
：

1
0
0
%

×

小
：

8
6
.
9
%

中
：

9
7
.
9
%

高
：

9
8
.
0
%

小
：

9
1
.
8
%

中
：

9
7
.
9
%

高
：

9
8
.
1
%

⑨
全

国
学

力
・

学
習

状
況

調
査

に
お

け
る

正
答

率
が

全
国

平
均

以
上

の
科

目
数

※
R
8
 
国

、
算

・
数

、
英

（
中

の
み

）

４
科

目
中

０
科

目
(
R
6
.
4
)

５
科

目
中

４
科

目
×

５
科

目
中

０
科

目
(
R
8
.
4
)

６
科

目
中

２
科

目
(
R
7
.
4
)

【
付

録
１

】
令

和
７

年
度

　
教

育
委

員
会

の
事

務
の

点
検

・
評

価
　

達
成

状
況

一
覧

表

基
本

方
針

／
主

要
施

策

ア
ク

シ
ョ

ン
１

自
ら

考
え

、
主

体
的

に
行

動
す

る
力

を
育

む

※
調

査
の

中
止

等
に

よ
り

、
数

値
の

把
握

が
不

可
能

だ
っ

た
も

の

＜
達

成
状

況
＞

目
標

4
2
項

目
の

う
ち

、
達

成
（

◎
）

：
1
1

概
ね

達
成

（
○

）
：

9
未

達
成

（
×

）
：

1
8

調
査

不
能

※
（

－
）

：
4

（
㉑

と
㉛

は
同

一
項

目
）

 -
 3

1
 -
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-
 3

2
 -

番 号
７

教
振

前
期

計
画

の
目

標
指

標
７

教
振

前
期

計
画

策
定

時
現

状
値

７
教

振
前

期
計

画
目

標
値

(
R
７

）
達

成
状

況
実

績
参

考
R

６
実

績
基

本
方

針
／

主
要

施
策

⑩
「

自
分

と
違

う
意

見
に

つ
い

て
考

え
る

の
は

楽
し

い
」

と
思

う
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
7
4
.
9
%

中
３

：
7
8
.
0
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
7
7
.
0
%

中
３

：
7
9
.
0
%

◎
小

６
：

7
7
.
7
%

中
３

：
8
0
.
1
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
7
9
.
0
%

中
３

：
8
0
.
7
%

(
R
7
.
4
)

⑪

「
話

し
合

う
活

動
を

通
じ

て
、

自
分

の
考

え
を

深
め

た
り

、
新

た
な

考
え

方
に

気
づ

い
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
」

と
思

う
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
8
6
.
6
%

中
３

：
8
8
.
4
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
8
7
.
1
%

中
３

：
8
8
.
9
%

×
小

６
：

8
6
.
4
%

中
３

：
8
8
.
0
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
8
6
.
3
%

中
３

：
8
6
.
0
%

(
R
7
.
4
)

⑫

「
授

業
で

学
ん

だ
こ

と
を

、
次

の
学

習
や

実
生

活
に

結
び

つ
け

て
考

え
た

り
生

か
し

た
り

し
て

い
る

」
と

思
う

児
童

生
徒

の
割

合

小
６

：
8
5
.
6
%

中
３

：
8
1
.
0
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
8
6
.
1
%

中
３

：
8
1
.
5
%

×
小

６
：

8
2
.
9
%

中
３

：
7
9
.
4
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
8
5
.
5
%

中
３

：
7
5
.
9
%

(
R
7
.
4
)

⑬

C
E
F
R

A
1
レ

ベ
ル

相
当

以
上

の
英

語
力

を
取

得
ま

た
は

有
す

る
と

思
わ

れ
る

中
学

生
及

び
C
E
F
R

A
2
レ

ベ
ル

相
当

以
上

の
英

語
力

を
取

得
ま

た
は

有
す

る
と

思
わ

れ
る

高
校

生
の

割
合

中
：

4
9
.
2
%

高
：

5
5
.
1
%

（
R
5
）

中
：

5
1
%

高
：

5
6
%

×
中

：
4
7
.
2
%

高
：

5
3
.
8
%

(
R
7
)

中
：

4
6
.
6
%

高
：

5
1
.
1
%

(
R
6
)

⑭
大

学
や

企
業

等
と

連
携

し
た

起
業

家
教

育
の

取
組

み
に

参
加

し
た

高
校

生
の

数
（

累
積

）
新

規
調

査
4
0
人

×
2
0
人

新
規

調
査

ア
ク

シ
ョ

ン
３

互
い

を
尊

重
し

前
向

き
に

生
き

る
心

と
体

を
育

む
⑮

「
自

分
に

は
よ

い
と

こ
ろ

が
あ

る
」

と
思

う
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
8
4
.
0
%

中
３

：
8
4
.
4
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
8
4
.
5
%

中
３

：
8
4
.
9
%

○
小

６
：

8
5
.
9
%

中
３

：
8
4
.
2
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
8
7
.
9
%

中
３

：
8
7
.
8
%

(
R
7
.
4
)

⑯
「

友
達

関
係

に
満

足
し

て
い

る
」

と
思

う
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
9
2
.
3
%

中
３

：
9
0
.
7
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
9
2
.
8
%

中
３

：
9
1
.
2
%

○
小

６
：

9
1
.
8
%

中
３

：
9
2
.
3
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
9
1
.
9
%

中
３

：
9
2
.
5
%

(
R
7
.
4
)

⑰
い

じ
め

の
認

知
件

数
に

占
め

る
、

い
じ

め
が

解
消

し
て

い
る

も
の

の
割

合

9
9
.
5
%

（
R
4
認

知
分

R
6
.
3
.
3
1
時

点
）

1
0
0
％

○
9
8
.
7
%

(
R
6
認

知
分

R
8
.
3
.
3
1
時

点
)

9
9
.
3
%

(
R
5
認

知
分

R
7
.
3
.
3
1
時

点
)

⑱
「

地
域

や
社

会
を

よ
く

す
る

た
め

に
何

か
し

て
み

た
い

」
と

思
う

児
童

生
徒

の
割

合

小
６

：
8
5
.
4
%

中
３

：
8
0
.
8
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
8
5
.
9
%

中
３

：
8
1
.
3
%

×
小

６
：

8
0
.
9
%

中
３

：
7
7
.
9
%

（
R
8
.
4
）

小
６

：
8
3
.
3
%

中
３

：
8
0
.
5
%

（
R
7
.
4
）

⑲
高

校
３

年
生

ま
で

に
地

域
活

動
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
し

た
経

験
が

あ
る

生
徒

の
割

合

7
8
.
8
%

（
R
5
）

　
8
0
％

◎
9
4
.
6
%
（

R
7
）

7
4
.
7
%
（

R
6
）

⑳

「
健

康
に

す
ご

す
た

め
に

、
授

業
で

学
習

し
た

こ
と

や
保

健
室

の
先

生
な

ど
か

ら
教

え
ら

れ
た

こ
と

を
、

普
段

の
生

活
に

役
立

て
て

い
る

」
と

思
う

児
童

生
徒

の
割

合

小
６

：
8
3
.
2
%

中
３

：
7
9
.
1
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
8
3
.
7
%

中
３

：
7
9
.
6
%

－

（
参

考
値

）
小

６
：

7
7
.
3
％

※
中

３
：

7
0
.
2
％

※
（

R
8
.
4
）

※
抽

出
校

に
よ

る
集

計
値

小
６

：
8
1
.
3
%

中
３

：
7
7
.
7
%
※

(
R
7
.
4
)

※
中

学
校

は
抽

出
校

に
よ

る
集

計
値

㉑
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

が
「

好
き

」
な

児
童

生
徒

の
割

合
小

中
：

8
8
.
2
%

（
R
6
）

小
中

：
8
8
.
7
%

×
小

中
：

8
8
.
0
%

（
R
7
）

小
中

：
8
8
.
2
%

(
R
6
)

ア
ク

シ
ョ

ン
２

新
た

な
価

値
を

創
造

す
る

力
を

育
む
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番 号
７

教
振

前
期

計
画

の
目

標
指

標
７

教
振

前
期

計
画

策
定

時
現

状
値

７
教

振
前

期
計

画
目

標
値

(
R
７

）
達

成
状

況
実

績
参

考
R

６
実

績
基

本
方

針
／

主
要

施
策

Ⅱ
誰

一
人

取
り

残
さ

れ
ず

、
誰

も
が

続
け

ら
れ

る
学

び
の

機
会

を
充

実
す

る

ア
ク

シ
ョ

ン
４

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
を

活
か

し
尊

重
し

た
学

び
を

実
現

す
る

㉒
「

人
が

困
っ

て
い

る
と

き
は

進
ん

で
助

け
て

い
る

」
と

思
う

児
童

生
徒

の
割

合

小
６

：
9
2
.
9
%

中
３

：
9
1
.
0
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
9
3
.
4
%

中
３

：
9
1
.
5
%

○
小

６
：

9
3
.
2
%

中
３

：
9
1
.
8
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
9
3
.
9
%

中
３

：
9
2
.
3
%

(
R
7
.
4
)

㉓
特

別
支

援
教

育
に

係
る

校
内

研
修

を
実

施
し

て
い

る
小

中
高

等
学

校
の

割
合

小
：

7
4
.
7
%

中
：

5
8
.
3
%

高
：

4
7
.
0
%

（
R
5
）

小
：

8
0
%

中
：

7
0
%

高
：

5
0
%

○

小
：

7
5
.
6
%

中
：

6
4
.
6
%

高
：

5
4
.
2
%

(
R
7
)

小
：

8
1
.
4
%

中
：

6
3
.
2
%

高
：

5
5
.
1
%

(
R
6
)

㉔
児

童
生

徒
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
を

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

特
別

支
援

学
校

の
教

員
の

割
合

7
0
.
8
%

（
R
5
）

8
0
%

－
－

6
9
.
9
%

（
R
6
）

㉕
不

登
校

児
童

生
徒

の
う

ち
、

学
校

や
学

校
外

の
機

関
等

と
つ

な
が

り
を

持
っ

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

新
規

調
査

9
6
%

◎
9
9
.
7
%

新
規

調
査

㉖

公
立

学
校

に
お

け
る

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

う
ち

、
学

校
に

お
い

て
日

本
語

指
導

等
特

別
な

配
慮

に
基

づ
く

指
導

を
受

け
て

い
る

者
の

割
合

8
8
.
9
%

（
R
5
）

9
1
%

×
8
7
.
5
%

8
8
.
9
%

（
R
5
）

㉗
「

困
り

ご
と

や
不

安
が

あ
る

時
に

先
生

や
学

校
に

い
る

大
人

に
い

つ
で

も
相

談
で

き
る

」
と

思
う

児
童

生
徒

の
割

合

小
６

：
6
6
.
7
%

中
３

：
6
5
.
7
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
6
9
%

中
３

：
6
9
%

◎
小

６
：

6
9
.
6
%

中
３

：
7
0
.
3
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
7
1
.
9
%

中
３

：
7
3
.
9
%

(
R
7
.
4
)

ア
ク

シ
ョ

ン
５

生
涯

に
わ

た
り

学
び

や
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
芸

術
活

動
を

楽
し

む

㉘
過

去
１

年
間

に
月

１
日

以
上

の
学

習
を

行
っ

た
県

民
の

割
合

新
規

調
査

8
0
%

－
－

新
規

調
査

㉙
公

民
館

等
で

開
催

さ
れ

て
い

る
各

種
事

業
・

講
座

等
へ

の
参

加
人

数
4
6
7
,
4
8
9
人

（
R
5
）

4
6
8
,
0
0
0
人

×
4
4
1
,
9
0
0
人

（
R
7
）

4
1
9
,
5
6
3
人

（
R
6
）

㉚
成

人
の

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
（

週
１

回
程

度
）

4
0
.
0
%

（
R
6
）

4
2
%

×
4
0
.
5
%

(
R
7
)

4
0
.
0
%

（
R
6
）

㉛
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

が
「

好
き

」
な

児
童

生
徒

の
割

合
【

㉑
再

掲
】

小
中

：
8
8
.
2
%

（
R
6
）

小
中

：
8
8
.
7
%

×
小

中
：

8
8
.
0
%

（
R
7
）

小
中

：
8
8
.
2
%

(
R
6
)

㉜
県

立
文

化
施

設
等

の
来

館
者

数
1
,
2
7
9
,
1
8
0
人

（
R
5
）

1
2
8
万

人
◎

1
,
3
9
1
,
1
8
8
人

(
R
7
)

1
,
2
8
1
,
1
2
2
人

(
R
6
)

㉝
文

化
芸

術
活

動
に

年
５

回
以

上
取

り
組

ん
だ

小
中

学
校

の
割

合
新

規
調

査
6
0
%

○
5
8
.
2
%

（
R
7
）

新
規

調
査

 -
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3
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番 号
７

教
振

前
期

計
画

の
目

標
指

標
７

教
振

前
期

計
画

策
定

時
現

状
値

７
教

振
前

期
計

画
目

標
値

(
R
７

）
達

成
状

況
実

績
参

考
R

６
実

績
基

本
方

針
／

主
要

施
策

Ⅲ
社

会
の

変
化

に
対

応
し

た
学

び
の

環
境

を
整

え
る

ア
ク

シ
ョ

ン
６

教
育

D
X

を
実

現
す

る
㉞

授
業

に
お

い
て

、
Ｐ

Ｃ
・

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

を
ほ

ぼ
毎

日
使

用
し

て
い

る
小

中
学

校
の

割
合

小
６

：
5
1
.
4
%

中
３

：
4
7
.
9
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
6
0
%

中
３

：
6
0
%

◎

小
６

：
7
3
.
6
%

中
３

：
6
0
.
0
%

(
R
8
.
4
)

小
６

：
7
2
.
4
%

中
３

：
6
6
.
0
%

(
R
7
.
4
)

㉟
授

業
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
て

指
導

す
る

教
員

の
割

合
7
9
.
1
%

（
R
5
）

8
0
%

－
－

7
9
.
3
%

（
R
6
）

㊱
教

育
デ

ー
タ

の
可

視
化

の
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

県
立

学
校

の
割

合
新

規
調

査
1
0
%

◎
2
8
.
6
%

（
R
7
）

新
規

調
査

ア
ク

シ
ョ

ン
７

活
力

あ
ふ

れ
る

学
校

を
実

現
す

る
㊲

自
分

の
仕

事
に

や
り

が
い

を
感

じ
て

い
る

教
員

の
割

合
新

規
調

査
6
0
%

◎
8
5
.
8
%

（
R
8
.
3
月

）
新

規
調

査

㊳
半

期
に

お
け

る
時

間
外

在
校

等
時

間
の

月
平

均
が

8
0
時

間
を

超
え

る
教

員
数

1
5
4
人

（
R
6
 
上

期
）

1
2
0
人

×
1
5
1
人

(
R
7
 
上

期
)

1
5
4
人

（
R
6
 
上

期
）

㊴
健

康
診

断
時

に
お

け
る

要
精

密
検

査
該

当
者

の
精

密
検

査
受

診
率

（
教

職
員

）
8
9
.
9
%

（
R
5
）

9
2
%

○
9
1
.
5
%

（
R
7
）

9
1
.
1
%

（
R
6
）

㊵
学

校
管

理
下

に
お

け
る

事
故

災
害

で
負

傷
す

る
児

童
生

徒
の

割
合

7
.
5
%

（
R
5
）

7
.
5
%
未

満
◎

7
.
3
%

（
R
7
）

7
.
6
%

（
R
6
）

ア
ク

シ
ョ

ン
８

家
庭

や
地

域
が

一
体

と
な

っ
て

学
び

を
支

え
る

㊶

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
や

地
域

学
校

協
働

活
動

等
の

取
組

み
に

よ
っ

て
、

学
校

と
地

域
や

保
護

者
の

相
互

理
解

は
深

ま
っ

た
小

中
学

校
の

割
合

小
６

：
8
7
.
9
%

中
３

：
6
7
.
7
%

（
R
6
.
4
）

小
６

：
8
8
.
4
%

中
３

：
7
0
.
0
%

○
小

６
：

8
3
.
2
%

中
３

：
8
1
.
0
%

（
R
8
.
4
）

小
６

：
8
8
.
3
%

中
３

：
7
7
.
7
%

（
R
7
.
4
）

㊷
子

ど
も

の
教

育
活

動
に

参
加

し
た

地
域

住
民

や
保

護
者

の
人

数
1
5
6
.
1
人

（
R
5
）

1
5
7
.
2
人

×
1
3
8
.
6
人

（
R
7
）

1
3
8
.
9
人

（
R
6
）

㊸
教

育
活

動
に

協
力

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

推
進

事
業

に
登

録
し

た
企

業
等

の
数

新
規

調
査

1
5
0

×
1
1
8

(
R
7
)

新
規

調
査
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